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平成28（2016）年

　

月　

日（
月
）

１２

２６

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆健康ガイド
薬物乱用防止ポスター・
標語展示会、愛の献血、
むし歯予防教室、健康メ
モ　ほか …１０面

◆福祉のひろば
さくら体操参加者募集、
生活のしづらさなどに関
する調査、介護予防相談
会　ほか …９・１０面

◆催し
リサイクル事業所感謝セ
ール、クリスマスミニコ
ンサート、図書館おたの
しみ会　ほか…１１・１２面

◆お知らせ
委員選任結果、都民住宅入居者募集、
職員募集、平成２７年度決算の概要、
のびのびこがねいっ子市民参加コー
ナー作成会　ほか　…２～９、１２面

/121
納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

固定資産税・都市計画税 … 第３期分
国民健康保険税 ……………第６期分
後期高齢者医療保険料 ……第６期分

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

納
期
限
経
過
後
は
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間

の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　

督
促
や
催
告
な
ど
、
再
三
の
お

願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が
な

い
場
合
、
財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、

不
動
産
な
ど
）
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 　

平
成　

年
１
月
～　

月
に
納
付

２８

１２

し
た
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年

保
険
料
（
税
）
は 

所
得
控
除
の
対
象
で
す

金
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
お
よ
び
市
・
都
民
税

申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
と
し
て

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
納
め
た
金
額
を

２８

確
認
の
う
え
、
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
告
の
際
は
、
国
民

年
金
保
険
料
以
外
は
証
明
書
類
を

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

各
種
税
金
、
保
険
料
の
口
座
振

替
は
、
納
期
限
に
合
わ
せ
て
、
指

定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自

動
的
に
引
き
落
と
し
が
で
き
る
た

め
、
便
利
で
確
実
で
す
。

　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
各
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
な
い 

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

各
種
税
金
・
保
険
料
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め
忘

れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
、
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

市
税
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
各

種
事
業
な
ど
の
大
切
な
財
源
で

す
。

　
　

月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計

１２
画
税
第
３
期
の
納
期
で
す
。
ま

た
、
市
・
都
民
税
第
３
期
、
軽
自

動
車
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
と
国

の
負
担
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
々
増
え
続
け
る
医

市　

税

国
民
健
康
保
険
税

療
費
に
対
応
で
き
ず
、
都
の
補
助

金
や
一
般
会
計
（
市
税
）
か
ら
の

援
助
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
日
常

的
な
健
康
管
理
と
保
険
税
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

一
度
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
に
は
、
分
納
な
ど
の
方
法
も
あ

り
ま
す
。
納
付
書
の
再
発
行
、
年

金
天
引
き（
特
別
徴
収
）か
ら
口
座

振
替
へ
の
変
更
手
続
等
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

▽
賦
課
に
つ
い
て
＝
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
３
２
）
▽
納
付
に

０４２

３８７

つ
い
て
＝
納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　
　

歳
以
上
の
方
ま
た
は　

歳
以

７５

６５

上
で
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い

る
方
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

収
）
さ
れ
る
か
、
市
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
で
納
付
ま
た
は
口
座
振

替
（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
）
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

納
付
書
の
再
発
行
、
年
金
天
引

き
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
手
続

等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

６５
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
る
か
、
市
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
で
納
付
（
普
通
徴
収
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付
書
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
２
年
を
経
過
し
た

時
点
で
時
効
消
滅
し
、
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
い
ざ
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

に
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２
１
）

０４２

３８７

 　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む　

歳
か
ら　

歳
未
満
の
す
べ
て

２０

６０

の
人
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加

入
者
を
除
く
）
が
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
、
支
え
合
う
制
度
で

す
。

　

年
金
の
受
給
資
格
を
得
る
と
、

生
涯
に
わ
た
り
、
老
齢
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
万
が

一
の
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残

っ
た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を
、

死
亡
時
に
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
・

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

等
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

市
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

４
）
、
立
川
年
金
事
務
所
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
３
５
２
）

５２３

介
護
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
を 

滞
納
す
る
と
…
…

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料

①流水でよく
ぬらした後、
石けんをつ
け、手のひ
らをよくこ
すります。

③指先・爪の間
を念入りにこ
すります。

②手の甲をの
ばすように
こすります。

④指の間を洗
います。

⑥手首も忘れず
に洗います。
十分に水で流
し、清潔なタ
オル等でよく
ふき取って乾
かします。

⑤親指と手の
ひらをねじ
り洗います。

インフルエンザ予防に
正しい手洗いを
身につけましょう

写真提供：東京都健康安全研究センター

帰宅時の手洗いは
インフルエンザ予防に効果的です。
○手洗い前のチェックポイント

○正しい手洗いの方法

□爪は短く切っていますか？
□時計や指輪をはずしていますか？

つめ

予防のポイン予防のポイントト

インフルエンザを予防しましょインフルエンザを予防しましょうう
冬は流行のシーズンです

【予防接種】
　インフルエンザワクチンの
予防接種には、発症をある程
度抑える効果や、重症化を予
防する効果があります。早め
に受けるようにしましょう。
　なお、市では６５歳以上の方
を対象に、接種費用の一部を
助成しています。詳しくは、
市ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。

【手洗い】
　外から帰ったときや咳・く

しゃみを手で覆ったときなど、
こまめに手を洗いましょう。
　正しい手洗いの方法につい
ては、右記のとおりです。

【 咳 エチケット】
せき

　咳やくしゃみが出るとき
は、ほかの人にうつさないた
めにマスクを着用しましょう。
マスクを持っていない場合は、
ティッシュや腕の内側などで
口と鼻を覆い、直接人にかか
らないようにしましょう。
問合先　健康課健康係（☎０４２
−３２１−１２４０）



28・12・1 2

○
○
○
○

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

月
の
休
日
窓
口

１２

○は休日窓口開設日
土金木水火月日
321
10987654
17161514131211
24232221201918
31302928272625

12月

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
４
日
の

み
）
、
納
税
課
（
４
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

　

男
女
平
等
推
進
審
議
会
で
は
、

市
民
意
識
調
査
の
結
果
や
こ
れ
ま

で
の
議
論
等
を
踏
ま
え
、（
仮
称
）

第
５
次
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

（
素
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
に
対
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

施
策
名
称　
（
仮
称
）第
５
次
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体

検
討
結
果
の
公
表
等　

２
月
（
予

定
）
。
意
見
等
に
対
す
る
個
別
的

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
検
討
を
終

え
た
と
き
は
、
意
見
等
の
内
容
お

よ
び
市
の
検
討
結
果
と
そ
の
理
由

を
公
表
し
ま
す
。

配
布
・
閲
覧
場
所
等　
　

月
５
日

１２

（
月
）
～
１
月
４
日
（
水
）
に
、

企
画
政
策
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
第
二
庁
舎
６
階
）
、
公
民
館
各

館
、
東
小
金
井
駅
開
設
記
念
会

館
、
婦
人
会
館
、
総
合
体
育
館
、

図
書
館
本
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

提
出
方
法　
　

月
５
日
～
１
月
４

１２

日
（
必
着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・

施
策
名
称
を
明
記
し
、
直
接
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
の
受
け
付
け

不
可
）
で
企
画
政
策
課
へ
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
☎　

儿　

儿
９
８
５
３ 
　

０４２

３８７

０４２

儿　

儿
１
２
２
４
死s0

1
0
3
0
3

３８７

@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）

  　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

FAX

委
員
選
任
結
果

り
、
次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し

ま
し
た
。

〈
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
委
員
〉

　

▽
中
重
久
子
さ
ん
、
福
沢
政
雄

さ
ん
、
益
田
智
史
さ
ん
（
い
ず
れ

も
公
募
市
民
）

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

文
化
推
進
係
（
☎　

儿　

儿
９
９

０４２

３８７

２
３
）

〈
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定

委
員
〉

　

▽
千
本
木
勘
博
さ
ん
、
早
瀬
圭

代
さ
ん
、
宮
崎
英
子
さ
ん
（
い
ず

れ
も
公
募
市
民
）

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 　

日
中
市
役
所
に
来
ら
れ
な
い
方

や
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
な
い
方

は
、
そ
の
他
の
請
求
方
法
に
よ

り
、
証
明
書
等
が
交
付
請
求
で
き

ま
す
。
な
お
、
代
理
人
が
請
求
す

る
場
合
は
本
人
自
筆
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
対
象
者
と
請

求
者
の
関
係
が
第
三
者
の
場
合

は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
郵
送
請
求
〉

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
全

部
・
個
人
事
項
証
明
書
等
が
交
付

請
求
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
日
数

が
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
、
手
数
料
分
の
郵
便
定
額
小

為
替
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
※
個
人
番

号
カ
ー
ド
）の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
、

返
信
用
封
筒
に
切
手
を 
貼 
っ
て
、

は

郵
送
請
求
・
電
話
窓
口
制

度
・
広
域
交
付
住
民
票
の

ご
案
内

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
顔
写

真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
含
む

〈
電
話
窓
口
制
度
〉

　

電
話
で
申
請
し
、
指
定
し
た
取

扱
窓
口
で
住
民
票
の
写
し
・
除
か

れ
た
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
母
子
手
帳
、
戸
籍
の
附

票
・
除
籍
の
附
票
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
取
扱
窓
口
は
、

市
役
所
本
庁
舎
１
階
施
設
管
理

室
、
集
会
施
設
等
で
す
。
た
だ

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
お
よ
び
母

子
手
帳
の
受
け
取
り
は
、
施
設
管

理
室
の
み
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

１
通　

円
（
母
子
手
帳

３００

は
無
料
）

受
付
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
４
時

３０

〈
広
域
交
付
住
民
票
〉

　

本
人
が
住
民
登
録
地
以
外
の
市

役
所
で
発
行
す
る
住
民
票
で
す
。

勤
務
先
や
外
出
先
で
住
民
票
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
本
籍
地
と
筆
頭

者
は
記
載
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

休
日
窓
口
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

必
要
書
類　

運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
顔

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
含
む
。

暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
で

す
）
、
そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し

た
免
許
証
、
許
可
証
も
し
く
は
資

格
証
明
書
等

手
数
料　

１
通　

円
３００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

請
求
・
問
合
先　

市
民
課
市
民
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
０
）

 
募
集
内
容　

中
堅
所
得
者
・
家
族

向
け
の
賃
貸
住
宅
（
空
き
家
）

募
集
案
内
（
申
込
書
）
配
布　
　
１２

都
民
住
宅
（
東
京
都
施
行

型
）
入
居
者
募
集

月
１
日
（
木
）
～
９
日
（
金
）
に
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
５
階
）
、
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
受
付
、
管
財
課
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は

施
設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
。

そ
の
他　

▽
仲
介
手
数
料
・
礼

金
・
更
新
料
な
し　

▽
募
集
内
容

等
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
（
申
込

書
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▽
申
込

書
は
、
配
布
期
間
中
に
限
り
Ｊ
Ｋ

Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.to
-ko
u
sya.o

r.jp
/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１２

１４

ま
で
に
、
郵
送
で
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募

集
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ
ン

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）
問合先内　容ところと　き名　称

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８２６）

行財政改革の推進
について

前原暫定集会施
設２階Ｂ会議室

１２月５日（月）
１８：３０〜

第１０回行財政改革
市民会議

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

地域の資源開発な
どについて

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１２月１３日（火）
１４：００〜

第３回生活支援事
業協議体

下水道課業務設備係
（☎０４２−３８７−９８２８）

下水道使用料に関
する協議

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１２月１９日（月）
１５：００〜

下水道使用料審議
会

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）

計画の変更につい
て

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１２月１９日（月）
１９：００〜

子ども・子育て会
議（※）

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

平成２９年度一般廃
棄物処理計画の策
定等について

中間処理場事務
所棟研修室１

１２月２１日（水）
１５：００〜

廃棄物減量等推進
審議会

タ
ー
（
☎　

儿
３
４
９
８
儿
８
８

０３

９
４
＝
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
よ

２８

り
、
空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
の
特
例
措
置
と
し
て
、
相
続

し
た
空
き
家
の
売
却
等
を
行
い
、

一
定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
、
譲

渡
所
得
か
ら
３
千
万
円
を
特
別
控

除
す
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
に
所
在
す
る
家
屋
に
つ
い

て
、
こ
の
特
例
措
置
を
受
け
る
た

め
に
税
務
署
へ
提
出
す
る
書
類
の

う
ち
、
「
被
相
続
人
居
住
用
家
屋

空
き
家
の
譲
渡
所
得
の

３
千
万
円
特
別
控
除

等
確
認
書
」
は
、
地
域
安
全
課
で

発
行
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
様
式

に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

特
例
措
置
に
関
す
る
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
地
域
安
全

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
６
）

０４２

３８７

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

　

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

　

法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

　

税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。 夜

間
納
税
窓
口
を
開
設

と　

き　
　

月
２
日（
金
）、
５
日

１２

（
月
）、
６
日
（
火
）
、
い
ず
れ
も

午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
（
左
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７ 夜間入口詳細図

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市民一人ひとりに交通安全意識の普及・浸透
を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践を習慣付けることにより、年末期におけ
る交通事故および渋滞の防止を図ります。
　重点項目として、子どもと高齢者の交通事故
防止、自転車の安全利用の推進、飲酒運転の根
絶、二輪車の交通事故防止、違法駐車対策の推進
に取り組みます。

　自転車安全利用五則 
　自転車も交通事故を起こせば刑事上、民事上
の責任が問われます。正しいルールを知り、安

全に自転車を利用しましょう。
１　自転車は、車道が原則、歩道は例外
２　車道は左側を通行
３　歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行
４　安全ルールを守る
　　渇飲酒運転、二人乗り、並進の禁止　渇夜間
はライトを点灯　渇交差点での信号遵守と一
時停止、安全確認

５　子どもはヘルメットを
着用

問合先　交通対策課交通対
策係（☎０４２−３８７−９８５０）

12月1日（木）〜7日（水）やさしさが 走るこの街 この道路
TOKYO交通安全キャンペーン
平成28年

（（
仮
称
）第
５
次
男

仮
称
）第
５
次
男
女女

共
同
参
画
行
動
計

共
同
参
画
行
動
計
画画

（
素
案

（
素
案
））パ
ブ
リ
ッ

パ
ブ
リ
ッ
クク

コ
メ
ン
ト
募

コ
メ
ン
ト
募
集集



28・12・13

U
U

U
U
U
U
U
U

叙　
　
　

勲

叙　
　
　

勲

叙　
　
　

勲

叙　
　
　

勲

職　

種　

①
保
育
士
②
学
童
保
育

指
導
員

勤
務
時
間　

①
午
前
７
時
～
午
後

７
時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
②

４５

午
前
８
時
～
午
後
７
時
の
間
で
１

日
６
時
間　

分
～
８
時
間　

分

４５

３０

※　

い
ず
れ
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
土
曜
日
の
勤
務
あ
り
。

資
格
等
要
件　

①
保
育
士
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
②
児
童
福
祉

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
方

（
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校

教
諭
等
）

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

①
若
干
名
②
１

人面
接
試
験
日　
　

月　

日
（
月
）

１２

１９

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
土
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　
　

月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

１２

１２

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１１
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
業
務
名　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
Ａ

勤
務
時
間　

週
５
日
、
月
曜
～
金

曜
日
午
前　

時
～
午
後
５
時

１０

報　

酬　

月
額　

万
２
千　

円

２０

７００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

資
格
等
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方　

▽　

歳
定
年
制
の

６５

た
め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

２６

に
生
ま
れ
た
方　

▽
社
会
福
祉
士

資
格
お
よ
び
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　
　

月　

日
（
月
）

１２

１９

採
用
予
定
日　

１
月
２
日
（
月
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　
　

月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

１２

１２

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１１
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
業
務
名　

①
保
育
士
補
助
業
務
②

学
童
保
育
指
導
員
業
務

勤
務
時
間　

①
週
５
日
、
月
曜
～

金
曜
日
午
前
７
時
～　

時
ま
た
は

１１

午
後
３
時　

分
～
７
時
の
間
で
、

３０

１
日
１
・
５
～
３
時
間
勤
務
、
週

　

時
間
程
度
（
必
要
に
応
じ
て
土

１５曜
日
の
勤
務
あ
り
）
②
月
曜
～
土

曜
日
の
う
ち
週
５
日
、
週　

時
間

３０

勤
務
の
シ
フ
ト
制
（
午
前
８
時
～

午
後
７
時
の
間
で
所
属
長
が
割
り

産
休
代
替

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

振
る
。
必
要
に
応
じ
て
時
間
外
勤

務
あ
り
）

報　

酬　

①
時
給
千　

円
②
月
額

２００

　

万
５
千　

円

１８

９００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２６

生
ま
れ
た
方
で
、
②
は
児
童
福
祉

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
方

（
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校

教
諭
等
）

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

①
若
干
名
②
１
人

面
接
試
験
日　
　

月　

日
（
月
）

１２

１９

採
用
予
定
日　

１
月
１
日
（
祝
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　
　

月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

１２

１２

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１１
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
業
務
名　

一
般
事
務

勤
務
時
間　

週
４
～
５
日
、
月
曜

～
金
曜
日
、
週　

時
間

３０

報　

酬　

月
額　

万
３
千　

円

１６

８００

資
格
等
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方　

▽　

歳
定
年
制
の

６５

た
め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

２７

に
生
ま
れ
た
方　

▽
パ
ソ
コ
ン
操

作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
で

き
る
方　

▽
会
計
事
務
の
経
験
や

商
業
簿
記
３
級
以
上
の
資
格
を
有

す
る
方

募
集
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　

１
月　

日
（
金
）

２０

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
土
）

平
成　

年
度
土
地
開
発
公

２９

社
非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

要
項
（
申
込
書
）
配
布　
　

月　
１２

１４

日
（
水
）
ま
で
の
午
前
８
時　

分
３０

～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
同
公

社
事
務
局
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
都
市
計
画
課
内
）
で
。
配
布
期

間
中
に
限
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
受
付　
　

月　

日
（
火
）
、

１２

１３

　

日
（
水
）
の
午
前
８
時　

分
～

１４

３０

正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
に
、
直

接
同
公
社
事
務
局
へ
。

問
合
先　

土
地
開
発
公
社
事
務
局

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
１
）

０４２

３８７

 
業
務
名　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
相
談
、
事
務

勤
務
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
の
う

ち
週
４
日
（
割
り
振
り
は
所
属
長

が
定
め
る
）
午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
５
時

報　

酬　

月
額　

万
７
千　

円

２２

８００

資
格
等
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方　

▽　

歳
定
年
制
の

６５

た
め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

２６

に
生
ま
れ
た
方　

▽
社
会
福
祉
士

資
格
を
有
す
る
方　

▽
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
方　

▽
パ

ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

を
使
用
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

採
用
試
験
日　
　

月　

日
（
木
）

１２

２２

採
用
予
定
日　

１
月
４
日
（
水
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　
　

月
１
日
（
木
）
～　

日

１２

１６

（
金
）の
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）
に
社
会
福
祉
協
議
会

（
本
町
５
儿　

儿　

）
で
配
布
す

３６

１７

る
ほ
か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

://m
em
b
ers.jco

m
.h
o
m
e.n
e

.jp
/ko
gan
eish
i-syakyo

/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※　

申
込
書
類
は
、
受
験
者
本
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６
社
会
福
祉
協
議
会
非
常
勤
嘱

託
職
員
募
集

稲
葉　

孝
彦　

氏

住　

所　

緑
町
５
丁
目

受
章
月
日　
　

月
３
日

１１

受
章
名　

旭
日
中
綬
章

功　

績　

昭
和　

年
か
ら
平
成　

６０

１１

年
ま
で
の
間
、
市
議
会
議
員
を
務

め
、そ
の
後
、小
金
井
市
長
と
し
て

４
期
約　

年
に
わ
た
り
、
ま
ち
づ

１６

く
り
の
充
実
や
財
政
再
建
等
、
市

政
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
多

大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

%
%

%
%
%
%
%
%
%

業務名等　下表のとおり
年齢要件　６５歳定年制のため、昭和２７年４月２日以降に生まれた方
募集人数　渇一般事務＝１２人程度　渇その他の業務＝いずれも若干名
面接試験日　１月１６日（月）〜１８日（水）のいずれか
※　一般事務、学校事務、図書館業務Ａについては、書類審査後、１月
１７日（火）または１８日（水）に行います。
採用予定日　４月１日（土）

要項（申込書）配布・応募受付　１２月７日（水）〜１６日（金）の午前８時３０
分〜午後５時（土曜・日曜日を除く）に職員課（市役所本庁舎１階）で。
※　申込書類等は、受験者本人が持参し提出してください。
※　要項は、配布期間中に限り、市役所第二庁舎１階受付でも配布する
ほか、市ホームページからダウンロードできます。

その他　いずれの職種も国籍は問いません。
問合先　職員課人事研修係（☎０４２−３８７−９８０８）

非常勤
嘱　託
職員募集

平成29年度

資格等要件月額報酬勤務時間業務名

パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方

１６３,８００円週４〜５日、週３０時間勤務

秘書業務、庁内印刷業務、福利厚生
等業務、市民課事務、国民健康保険
資格・給付業務、固定資産税・都市計
画税賦課業務、介護認定事務、健康
業務、手当助成業務、保育実施業務

一
般
事
務 パソコン操作（ワード、エクセル）ができ、登記簿や

戸籍の見方が分かる方用地関連業務

パソコン操作（ワード、エクセル）ができ、普通自動
車運転免許を有する方給食用食材検査業務

以下の要件をすべて満たす方　渇介護支援専門員、介
護福祉士、看護師、保健師、社会福祉士のいずれかの
資格を有する方　渇パソコン操作（ワード、エクセ
ル）ができる方　渇自転車に乗れる方

２０２,７００円

月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所属長が定める）、８：３０
〜１７：００

介護認定調査業務

以下の要件をすべて満たす方　渇社会福祉士、看護師
のいずれかの資格を有する方　渇パソコン操作（ワー
ド、エクセル）ができる方　渇自転車に乗れる方

２０２,７００円民生委員連携業務

以下の要件をすべて満たす方　渇歯科衛生士資格を有
する方　渇パソコン操作（ワード、エクセル）ができ
る方　渇自転車に乗れる方

２２７,８００円歯科衛生士業務

－１５７,２００円週４〜５日、週３０時間勤務（割り振りは所属長が定める。ローテー
ションにより土曜日の勤務あり）保育園給食調理業務

パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方１６３,８００円１年単位の週あたり平均労働時間３０時間学校事務

－１５５,９００円週あたり２８.３３時間のローテーション勤務、月曜〜金曜日＝１６：３０
〜２２：００、土曜・日曜・祝日＝８：３０〜１６：５５または１６：００〜２２：００学校施設管理業務

司書、司書補のいずれかの資格を有し、自転車に乗れ
る方１５８,４００円週４日、８：４５〜１７：１５の間で１日７時間１５分のシフト制。土曜・

日曜・祝日の勤務あり。（割り振りは所属長が定める）図書館業務Ａ

以下の要件をすべて満たす方　渇パソコン操作（ワー
ド、エクセル）ができる方　渇社会教育（公民館等）
の実務経験者　渇自転車に乗れる方

１６３,８００円月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは所属長が定める）、８：３０
〜１７：００公民館業務

－時給１,２００円週５日、月曜〜金曜日、７：００〜１１：００または１５：３０〜１９：００の間で、
１日１.５〜３時間勤務、週１５時間程度（必要に応じ土曜日の勤務あり）保育士補助業務

－時給１,２００円土曜日、８：１５〜１２：１５または８：３０〜１２：３０保育園土曜日給食調理業務
以下の要件をすべて満たす方　渇パソコン操作（ワー
ド、エクセル）ができる方　渇身体障害者手帳、療育
手帳（愛の手帳等）または精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている方および障害者雇用促進法第２条第１
号に掲げる障害者　渇介助者なしに職務の遂行が可能
な方　渇通常の勤務時間（１週３０時間）に対応できる方

１６３,８００円週４〜５日、週３０時間勤務一般事務（障がいのある方対象）

平
成　

年
度
任
期
付
職
員
募
集

２９
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U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

市
税
の
申
告
は
電
子
申
告
サ

市
税
の
申
告
は
電
子
申
告
サ
ーー

ビ
ス
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ

ビ
ス
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッッ

ク
ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

ク
ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
」
に
よ
る

市
税
の
電
子
申
告
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

電
子
申
告
が
で
き
る
申
告
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽　

個
人
住
民
税
＝
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
、
給
与
所
得
者
異

動
届
出
書
、
特
別
徴
収
へ
の
切

替
申
請
書
の
提
出
な
ど
（
市
民

税
・
都
民
税
申
告
書
の
提
出
は

で
き
ま
せ
ん
）

▽　

法
人
市
民
税
＝
予
定
申
告
、

確
定
申
告
、
修
正
申
告
な
ど

▽　

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

＝
全
資
産
申
告
、
増
加
資
産
申

告
、
減
少
資
産
申
告
、
修
正
申

告
※　

詳
細
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.elt

ax.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

（
一
社
）
地
方
税
電
子

化
協
議
会
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
儿
０
８
１

４
５
９
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
＝

☎　

儿
５
５
０
０
儿
７
０
１

０３
０
）
、
市
民
税
課
諸
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
０
）

３８７

対　

象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
住
宅

▽　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら　

年
以

１０

上
を
経
過
し
た
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

▽　

平
成　

年
４
月
１
日
〜　

年

１９

３０

３
月　

日
に
改
修
工
事
を
実
施

３１

し
た
も
の

▽　

改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が

　

平
方
㍍
以
上

５０
▽　

次
の
い
ず
れ
か
で
、
補
助
金

等
を
除
く
自
己
負
担
額
が　

万
５０

円
超
の
工
事
を
実
施
し
た
も
の

　

廊
下
の
拡
幅
、
階
段
の 
勾 
配

こ
う

の
緩
和
、
浴
室
の
改
良
、
ト
イ

レ
の
改
良
、
手
す
り
の
取
り
付

け
、
床
の
段
差
の
解
消
、
引
き

戸
へ
の
取
り
替
え
、
床
表
面
の

滑
り
止
め

▽　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住

し
て
い
る
こ
と

　
　

歳
以
上
の
方
（
工
事
完
了

６５
翌
年
の
１
月
１
日
現
在
）
、
要

介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
、
障
が
い
認
定
を
受

け
て
い
る
方

対
象
床
面
積　

１
戸
当
た
り　

平
１００

方
㍍
ま
で

必
要
書
類　

工
事
明
細
書
な
ど
工

事
の
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
、

工
事
費　

万
円
超
を
証
し
た
領
収

５０

書
、
要
支
援
・
要
介
護
ま
た
は
障

が
い
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

介
護
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は
障

害
者
手
帳
等

申
告
期
限　

原
則
改
修
工
事
後
３

か
月
以
内

〈
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う

減
額
〉

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
省
エ
ネ

改
修
工
事
（
熱
損
失
防
止
改
修
工

事
）
を
し
た
住
宅
の
翌
年
度
分
の

固
定
資
産
税
（
家
屋
分
）
を
申
告

に
よ
り
、
３
分
の
１
減
額
し
ま

す
。

対　

象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
住
宅

▽　

平
成　

年
１
月
１
日
以
前
に

２０

建
て
ら
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）

▽　

平
成　

年
４
月
１
日
〜　

年

２０

３０

３
月　

日
に
改
修
工
事
を
実
施

３１

し
た
も
の

▽　

改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が

　

平
方
㍍
以
上

５０
▽　

窓
の
改
修
工
事
ま
た
は
窓
の

改
修
を
併
せ
て
行
う
床
・
天

井
・
壁
の
断
熱
改
修
工
事
で
、

工
事
の
結
果
、
該
当
部
分
が
新

た
に
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る

も
の

▽　

補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担

額
が　

万
円
超
の
工
事
を
実
施

５０

し
た
も
の

対
象
床
面
積　

１
戸
当
た
り　

平
１２０

方
㍍
ま
で

必
要
書
類　

熱
損
失
防
止
改
修
工

事
に
よ
り
新
た
に
省
エ
ネ
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
を
示
す
証
明
書

（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機

関
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
、

住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
法
人
が

証
明
し
た
も
の
）
、
工
事
費　

万
５０

円
超
を
証
し
た
領
収
書
等

申
告
期
限　

原
則
改
修
工
事
後
３

か
月
以
内

〈
長
期
優
良
住
宅
建
築
に 

伴
う
減
額
〉

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
長
期
優

良
住
宅
認
定
を
受
け
た
新
築
住
宅

に
つ
い
て
、
申
告
に
よ
り
５
年
度

分
（
建
築
確
認
申
請
書
で
３
階
建

て
以
上
の
中
高
層
耐
火
、
準
耐
火

住
宅
と
確
認
で
き
る
も
の
は
７
年

度
分
）の
固
定
資
産
税
（
家
屋
分
）

を
減
額
し
ま
す
。

対　

象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
新
築
住
宅

▽　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
さ
れ

る
基
準
に
基
づ
き
、
東
京
都
に

よ
り
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の

▽　

平
成　

年
６
月
４
日
〜　

年

２１

３０

３
月　

日
に
建
築
さ
れ
た
も
の

３１

▽　

一
戸
あ
た
り
の
居
住
面
積
が

　

平
方
㍍
以
上　

平
方
㍍
以
下

５０

２８０

（
一
戸
建
て
以
外
の
貸
家
は　
４０

平
方
㍍
以
上　

平
方
㍍
以
下
）

２８０

※　

併
用
住
宅
は
、
居
住
部
分
の

床
面
積
が
家
屋
の
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

減
額
範
囲　

居
住
部
分
の
床
面
積

　

平
方
㍍
相
当
分
ま
で
を
限
度
と

１２０し
て
、
当
該
家
屋
の
固
定
資
産
税

の
２
分
の
１
を
減
額

必
要
書
類　

認
定
長
期
優
良
住
宅

を
証
す
る
書
類
ま
た
は
そ
の
写
し

申
告
期
限　

新
築
し
た
年
の
翌
年

の
１
月　

日
ま
で
（
土
曜
・
日

３１

曜
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他　

長
期
優
良
住
宅
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
多
摩
建
築

指
導
事
務
所
建
築
指
導
第
二
課

（
☎　

儿　

儿
２
１
５
４
）
に
お

０４２

４６４

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

申
告
書
配
布　

資
産
税
課
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

注
意
事
項　

新
築
軽
減
な
ど
他
の

減
額
措
置
と
同
時
に
適
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
と
省
エ
ネ
改
修
工
事
は
、
同

時
に
適
用
で
き
ま
す
）

申
告
方
法　

市
所
定
の
申
告
書
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
、
資
産
税
課
家
屋
係

へ
。

そ
の
他　

固
定
資
産
税
の
減
額
以

外
に
も
、
住
宅
改
修
を
支
援
す
る

次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
金

＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

▽　

重
度
障
害
（
下
肢
ま
た
は
体

幹
）
の
方
へ
の
住
宅
設
備
改
善

支
援
＝
自
立
生
活
支
援
課
相
談

支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

１
）

▽　

自
立
支
援
の
た
め
の
住
宅
改

修
＝
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

▽　

介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修

＝
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
２
２
）

０４２

３８７

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
２
１
）

固定資産税固定資産税のの
減額制　　減額制度度

　

市
議
会
で
は
、
市
議
会
だ
よ
り

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
関
連

情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
今
後
の
議
会
広
報
に
生
か
し
て

い
く
た
め
、　

月
上
旬
に
郵
送
で

１２

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
広
報

協
議
会
で
の
資
料
と
し
て
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対　

象　

平
成　

年　

月
１
日
現

２８

１１

在　

歳
以
上
で
、
住
民
基
本
台
帳

１８
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
方
２
千

人回
答
方
法　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の

質
問
に
回
答
の
う
え
、
同
封
の
返

送
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

議
会
事
務
局
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
９
４
７
）

３８７
 　

市
議
会
で
は
、
平
日
に
仕
事
な

ど
で
傍
聴
に
来
ら
れ
な
い
方
に

も
、
会
議
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
日
曜
議
会
を
開
催
し

ま
す
。

と　

き　
　

月
４
日
（
日
）
午
前

１２

　

時
か
ら

１０内　

容　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

※　

あ
ら
か
じ
め
通
告
し
た
議
員

が
行
う
市
政
全
般
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
。
質
問
内
容
は
、　
１２

月
１
日
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他　

手
話
通
訳
あ
り

　

市
議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
が
、
議
会
事
務
局
で
簡

単
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
日
程
、
議
案
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

月
４
日
は
日
曜
議
会

１２

だ
さ
い
。

問
合
先　

議
会
事
務
局
（
市
役
所

本
庁
舎
４
階
☎　

儿　

儿
９
９
４

０４２

３８７

７ 
　

儿　

儿
１
２
２
５
）

０４２

３８７

 　

任
期
満
了
に
よ
る
市
議
会
議
員

選
挙
は
、
３
月　

日
（
日
）
に
行

２６

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
の
立
候
補
届
出
等
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
の
方
が
出
席
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）
午
後

２１

１
時　

分
か
ら
（
１
時
受
け
付
け

３０

開
始
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
３
階
第

一
会
議
室

そ
の
他　

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

 　　

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、　

月
・

１２

１
月
を
中
心
に
「
政
治
家
の
寄
附

禁
止
」の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
政
治
家
は
贈
ら
な
い

　

有
権
者
は
求
め
な
い
】

　

お
歳
暮
や
年
末
年
始
の
あ
い
さ

つ
等
、
つ
き
あ
い
の
多
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
政
治
家
（
候
補

者
、
候
補
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
者
お
よ
び
現
に
公
職
に
あ
る

者
）
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や

品
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
政
治
家
に
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

FAX立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
へ

市
議
会
議
員
選
挙
の
説
明
会

を
開
催

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
で
す

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
の
実
現
を

 　

現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え

た
場
合
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く

ら
い
軽
減
で
き
る
か
が
わ
か
る
通

知
を　

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

１２

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
終
了
後

に
製
造
さ
れ
る
た
め
、
先
発
医
薬

品
と
比
べ
て
価
格
が
安
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
新
薬
と
同
一
の
有
効

成
分
を
同
一
量
含
み
、
有
効
性
や

品
質
、
安
全
性
が
同
等
な
医
薬
品

で
す
。

対　

象　

生
活
習
慣
病
等
の
医
薬

品
が
処
方
さ
れ
て
い
る
方
で
、
薬

代
が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と

見
込
ま
れ
る
方

※　

す
べ
て
の
被
保
険
者
に
送
付

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

通
知
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
（
☎
０
１

２
０
儿　

儿　

＝　

月
中
旬
〜
１

９６３

３２２

１２

月　

日
）
、
保
険
年
金
課
高
齢
者

３１
医
療
係（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
を
送
付

 　

資
源
の
節
約
、
ご
み
の
減
量
の

た
め
、
家
庭
で
使
用
し
な
く
な
っ

た
不
用
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

 
対
象
品　

家
具
、
電
気
製
品
、
一

般
機
器
、
幼
児
用
品
な
ど
で
破
損

し
て
い
な
い
も
の

利
用
方
法　

直
接
、
経
済
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー
ド
を

不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し

て
紹
介
し
ま
す
（
掲
示
は
４
か
月

間
）
。
当
事
者
間
で
直
接
交
渉

し
、
必
ず
交
渉
結
果
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※　

市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

不
用
品
交
換

常
設
コ
ー
ナ
ー

〈
耐
震
改
修
工
事
に 

伴
う
減
額
〉

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
耐
震
改

修
工
事
を
行
っ
た
既
存
住
宅
の
翌

年
度
分
（
通
行
障
害
既
存
耐
震
不

適
格
建
築
物
で
あ
っ
た
場
合
は
、

改
修
後
２
年
度
分
）
の
固
定
資
産

税
（
家
屋
分
）
を
申
告
に
よ
り
、

２
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

対　

象　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
住
宅

▽　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に

５７

建
て
ら
れ
た
住
宅

▽　

平
成　

年
１
月
１
日
〜　

年

１８

３０

３
月　

日
に
現
行
の
耐
震
基
準

３１

に
適
合
し
た
一
定
の
耐
震
改
修

工
事
を
実
施
し
た
も
の

▽　

工
事
費
用
が　

万
円
超

５０

対
象
床
面
積　

１
戸
当
た
り　

平
１２０

方
㍍
ま
で

必
要
書
類　

現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
の
証

明
書
（
地
方
公
共
団
体
、
建
築

士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
、
登
録

住
宅
性
能
評
価
機
関
、
住
宅 
瑕  
疵 

か 

し

担
保
責
任
保
険
法
人
が
証
明
し
た

も
の
）
、
工
事
費　

万
円
超
を
証

５０

し
た
領
収
書
等

申
告
期
限　

原
則
改
修
工
事
後
３

か
月
以
内

〈
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

に
伴
う
減
額
〉

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
既
存

住
宅
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税

（
家
屋
分
）
を
申
告
に
よ
り
、
３

分
の
１
減
額
し
ま
す
。

議
会
広
報

議
会
広
報
にに

関
す
関
す
るる

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
をを

実実
施施



28・12・15

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
、
真
の
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
市

民
、
議
会
、
行
政
が
一
丸
と
な
り
、

誇
り
の
持
て
る
小
金
井
、
住
み
続

け
た
い
と
願
わ
れ
る
小
金
井
、
市

民
力
が
結
集
さ
れ
た
小
金
井
の
創

造
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
の
４
つ
の
特
別
会
計
を
設

置
し
て
こ
れ
ら
の
経
理
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。
（
左
表
）

特
別
会
計

歳入決算総額
402億946万5千円
（5.6％）

市民１人当たりの額
339,762円

市　税
208億3,448万5千円
51.8％（0.2％）
176,047円国庫支出金

58億8,909万3千円
14.7％（12.4％）
49,762円

都支出金
55億865万6千円
13.7％（3.7％）
46,547円

市　債
3億9,960万円
1.0％（29.8％）
3,377円

繰入金
9億2,956万7千円
2.3％（△13.0％）
7,855円

使用料及び手数料
8億4,704万3千円
2.1％（1.1％）
7,157円

その他
12億4,199万6千円
3.2％（△10.8％）
10,494円

地方交付税
4,796万8千円
0.1％（△58.8％）

405円

分担金及び負担金
3億2,979万6千円
0.8％（10.8％）
2,787円

地方特例交付金
5,815万7千円
0.1％（△5.3％）
491円

繰越金
15億4,036万7千円
3.8％（25.5％）
13,016円

地方消費税交付金
25億8,273万7千円
6.4％（82.2％）
21,824円

歳入歳出決算額
％は、歳入歳出決算総額に対する比率
（　）内は、前年度に対する増減率
市民１人当たりの額
人口118,346人（平成28年３月31日現在）

民生費
177億4,377万4千円
46.0％（7.9％）
149,931円

衛生費
41億6,538万1千円
10.8％（4.1％）
35,197円

総務費
49億6,654万6千円
12.9％（12.9％）
41,966円

教育費
31億4,427万円
8.1％（△12.2％）
26,568円

土木費
34億3,222万2千円
8.9％（18.0％）
29,002円

公債費
27億4,088万1千円
7.1％（△6.7％）
23,160円

消防費
16億7,602万円
4.3％（11.8％）
14,162円

その他
7億5,219万2千円
1.9％（△2.4％）
6,356円

扶助費
96億328万1千円
24.9％（8.1％）
81,146円

公債費
27億4,088万1千円
7.1％（△6.7％）
23,160円

物件費
64億9,062万2千円
16.9％（△0.2％）
54,844円

人件費
59億879万1千円
15.3％（△2.7％）
49,928円

補助費等
47億9,065万4千円
12.4％（14.6％）
40,480円

繰出金
39億5,108万5千円
10.3％（0.3％）
33,386円

投資的経費
28億2,744万5千円
7.3％（34.4％）
23,891円

その他
22億2,944万7千円
5.8％（21.2％）
18,839円

歳　入

歳　出

[図A］ 一般会計決算状況

目的別

歳出決算総額
386億2,128万6千円

（5.7％）
市民１人当たりの額
326,342円

※　国で定めた基準（普通会計）で算出しているため、一般会計決算額とは異なります。
性質別（普通会計）：地方財政状況調査による

歳出決算総額
385億4,220万6千円

（5.7％）
市民１人当たりの額
325,674円

多摩26市
平均 
88.6％

  （91.0%）

多摩類似団体
平均
88.2％

  （89.3%）

（％）

70.0
74.0
78.0
82.0
86.0
90.0
94.0
98.0
102.0

多摩市東久留米市国分寺市昭島市武蔵野市小金井市

［図Ｂ］経常収支比率（多摩類似団体との比較）

※　■ の（　）内は減収補てん債（特例分）および臨時財政対策債を
　経常一般財源等に加えない場合

（87.8）（87.8）87.887.8

（98.6）（98.6）

92.292.2（90.9）（90.9）90.990.9

（95.4）（95.4）
93.093.0

（80.8）（80.8）80.880.8

（90.8）（90.8）90.890.8

　

市
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
財
政
に
関
す
る
事
項
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
期

的
（
年
２
回
）
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
平
成　

年
度
の
決
算
概
要
お
よ
び
平
成　

２７

２８

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月　

日
）
の
状
況
で
す
。
（
６
〜
８
面
に

３０

も
掲
載
）

　
「
平
成　

年
度
小
金
井
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
」

２７

（
１
部
３
千　

円
）
は
会
計
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
）
で
、
「
平
成

３００

　

年
度
主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
・
基
金
の
運
用
状
況
に
関

２７す
る
調
書
」
（
１
部
千
円
）
は
、
財
政
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
決
算
書
等
は
、
図
書
館
本
館
お
よ
び
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

財
政
課
財
政
係（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
０
２
）

０４２

３８７

【一般財源】
　市税、地方交付税など、使い道が制限されない収入
【経常一般財源等】
　一般財源のうち、毎年経常的に収入される財源、主
に地方税や地方譲与税
【形式収支】
　歳入決算総額から歳出決算総額を単純に差し引いた
額
【経常収支比率】
　市税など経常的に入ってくる収入が、義務的で固定
的に支出される経費（人件費、扶助費、公債費など）
にどれだけ使われているか示したもの
【実質収支】
　形式収支から、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引
いた額
【類似団体】
　都市の態様を決定する要素のうち、人口、産業構造
の類似した普通地方公共団体。多摩地区では、速報値
によると、武蔵野市、昭島市、国分寺市、東久留米市、
多摩市が本市の類似団体となります。
【投資的経費】
　普通建設事業費（道路の新設、学校の建設などの経
費）、失業対策事業費、災害復旧事業費をいいます。
【普通会計】
　総務省の基準による統計上の会計。他市との財政状
況の比較は、この会計の数値で行っています。
【一般会計】
　特別会計を含まないすべての歳入、歳出を経理する
会計
【地方財政状況調査】
　地方自治法等の規定に基づき、総務省が毎年定期的
に行う全国統一基準の普通会計決算の数値を用いた統
計調査。地方財政を分析・検討する基礎となります。

【用語説明】

平成27年度決算の概要

真の行財政改革を進めてまいります
 　

平
成　

年
度
は
、
歳
入
の
根
幹

２７

で
あ
る
市
税
収
入
は
、
法
人
市
民

税
が
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
固

定
資
産
税
は
評
価
替
え
の
影
響
等

に
よ
り
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
で
は
消

費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
が
通
年

化
し
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

普
通
交
付
税
が
不
交
付
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
歳
出
で
は
社
会
保

障
関
連
経
費
等
が
増
と
な
り
、
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
等
に
よ

る
財
政
運
営
と
な
り
、
依
然
と
し

一
般
会
計

て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

予
算
規
模
は
、
当
初
予
算　

億
３７３

４
千
万
円
に
９
回
の
補
正
予
算　
２４

億
２
千　

万
８
千
円
、
繰
越
事
業

３４１

費
繰
越
財
源
充
当
額
１
億
４
千　
５７５

万
円
を
加
え
、
総
額　

億　

万
８

３９９

９１６

千
円
で
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
決

算
額
は
、
歳
入
総
額
が　

億　

万

４０２

９４６

５
千
円
で
前
年
度
対
比
５
・
６
％

の
増
、
歳
出
総
額
が　

億
２
千　

３８６

１２８

万
６
千
円
で
前
年
度
対
比
５
・
７

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
形
式
収

支
は　

億
８
千　

万
９
千
円
で
、

１５

８１７

東
小
金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

事
業
委
託
料
等
４
件
に
よ
る
翌
年

度
へ
の
繰
越
財
源
４
千　

万
３
千

６１７

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

　

億
４
千　

万
６
千
円
と
な
り
、

１５

２００

前
年
度
か
ら
２
千　

万
円
の
増
と

８０

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
実
質

収
支
比
率
は
７
・
１
％
と
な
り
、

前
年
度
を
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、

人
件
費
比
率
は　

・
３
％
で
、
前

１５

年
度
か
ら
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
（
図
Ａ
）

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
の

　

・
５
％
か
ら　

・
８
％
に
、
分

９４

９０

母
か
ら
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
場
合
で
は　

・
４
％
か
ら　

・

９５

９０

８
％
と
な
り
ま
し
た
。
算
定
式
の

分
母
と
な
る
経
常
一
般
財
源
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
等
に
よ

り
全
体
で
８
億
９
千　

万
４
千
円

４５５

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
分

子
と
な
る
経
常
経
費
に
充
当
す
る

一
般
財
源
等
は
、
扶
助
費
や
補
助

費
等
が
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
人

件
費
、
物
件
費
等
が
減
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
全
体
で
千　

万
円
の
減

３１

と
な
り
、
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
の
改

善
と
な
り
ま
し
た
。
（
図
Ｂ
）

　

現
在
、
本
市
の
人
口
は
微
増
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
将
来
的
に
人
口
減
少
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
今
後
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の
一
斉

更
新
を
迎
え
て
い
く
こ
と
も
踏
ま

え
、
早
急
に
公
共
施
設
等
の
全
体

の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視

点
を
も
っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・

長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行

い
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化

す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の

最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
の
行
財
政
運
営
は
、
未

来
を
ひ
ら
く
小
金
井
市
改
革
を
進

め
、
選
ば
れ
る
ま
ち
小
金
井
市
と

し
て
、
若
年
層
や
子
育
て
世
代
の

定
住
を
図
る
こ
と
で
、
生
産
年
齢

人
口
の
維
持
や
増
加
、
将
来
を
担

う
年
少
人
口
の
増
加
を
め
ざ
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、
可
燃
ご
み

の
安
定
的
な
処
理
体
制
の
確
立
は

も
と
よ
り
、
清
掃
関
連
施
設
の
再

整
備
を
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
、
福
祉

会
館
機
能
の
早
期
建
設
と
い
う
重

要
課
題
に
取
り
組
み
、
次
世
代
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特別会計決算状況
形式収支歳出決算額歳入決算額最終予算額補正予算額当初予算額区　　分

４９７,６２８１２,０７８,５９１１２,５７６,２１９１２,６２３,５２９１７１,１１８１２,４５２,４１１国民健康保険

２１,９１６１,４６８,１６８１,４９０,０８４１,５０５,４９７△１７,１６１１,５２２,６５８下 水 道 事 業

３０,５１１７,０１１,３２２７,０４１,８３３７,３１６,２７２△２４１,６４３７,５５７,９１５介 護 保 険

１５,９８５２,３５２,９９６２,３６８,９８１２,３９７,１４９△５０,８９０２,４４８,０３９後期高齢者医療

５６６,０４０２２,９１１,０７７２３,４７７,１１７２３,８４２,４４７△１３８,５７６２３,９８１,０２３合　　計

（単位：千円）

「「選選ばばれれるるままちち小小金金井井市市」」ををめめざざししてて「選ばれるまち小金井市」をめざし「選ばれるまち小金井市」をめざしてて
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平成27年度の主な事業の概要

※　いずれの金額も千円未満切り上げ

１　みどりあふれる快適で人にやさしいまち（環境と都市基盤）

概　　　　　　要金　　額
（単位：千円）事　　業　　名

市民が設置した太陽光発電設備等住宅用新エネルギー機器等の購入費用の一部を補助１２,０３２環境対策事務に要する経費
可燃ごみの処理を広域支援により、多摩地域のごみ処理施設で実施９８７,２６４塵芥処理に要する経費
市内在住の個人等を対象に、生ごみ減量化処理機器の購入費用の一部を補助２４,５６０ごみ減量啓発に要する経費
日野市、国分寺市、本市の３市による可燃ごみ共同処理を行うため新可燃ごみ処理施設の整備等を実施３７７,０８２可燃ごみ共同処理事業に要する経費
堆肥化施設に生ごみ乾燥物を売却し、そこで製造された堆肥の市民および農家への配布を実施１０,８０４生ごみ乾燥物処理に要する経費
市道１４０号線、市道１４６号線および市道３６０号線道路補修工事並びに市道７８６号線街路築造工事を実施５６,７４７道路新設改良に要する経費　
都道１３４号線整備に係る用地取得、物件補償、引込管路等整備、維持補修工事等（新みちづくり・まちづくり
パートナー事業）を実施１４６,８７０都道１３４号線整備に要する経費

主要地方道１５号線整備に係る用地取得、物件補償、維持補修工事等を実施１１,１４９主要地方道１５号線整備に要する経費
武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発組合に対し、補助対象業務に係る費用を補助４２０,８９０市街地再開発等の事業に要する経費

対象となる道路に沿った建築物の耐震診断、耐震補強設計、耐震改修等に要する経費を補助４９,８８３特定緊急輸送道路沿道建築物耐震化助成に要する経
費

東小金井駅北口土地区画整理事業に係る仮換地の指定、建物の移転補償およびそれに伴う調査、整地並びに
道路築造工事等を実施１,１２７,９５１土地区画整理事業に要する経費

街路築造工事、電線共同溝設置工事および実施設計委託等を実施１１１,８３５都市計画道路３・４・１２号線整備に要する経費
栗山公園の大型遊具周辺の芝生化を実施２,９４９都市公園の整備に要する経費

２　ふれあいと活力のあるまち（地域と経済）
消費生活相談室の機能強化および高齢者に対する消費者啓発を実施２１,９６０消費者対策に要する経費
産業振興プランの平成２８年度以降の計画（５年間）を策定１３６,９６７商工振興に要する経費
観光協会主催のイベントに合わせての観光振興事業および市の魅力ＰＲと市内の回遊性を高める事業を実施１６,９４３観光振興に要する経費
備蓄計画に基づき食糧・生活必需品・災害用トイレ・医薬品・備品を購入、耐震性貯水槽の設置工事、防災
行政無線デジタル化工事および事業継続計画の策定を実施２０３,１５７災害対策に要する経費

３　豊かな人間性と次世代の夢を育むまち（文化と教育）

男女共同参画施策の推進のため、新たな行動計画の策定に向けアンケート等を実施１,９１４（仮称）第５次男女共同参画行動計画策定支援に要
する経費

地方教育行政の組織および運営に関する法律の改正に伴い、総合教育会議を実施５４総合教育会議に要する経費
小金井市民交流センターの空調設備工事および管理運営、貸館、自主事業等を実施２２１,９５８芸術文化施策に要する経費
展覧会（所蔵作品展２回、企画展２回）等を実施８,５５３はけの森美術館事業に要する経費　
虐待やいじめ・不登校の未然防止および問題行動がある児童・生徒への相談の充実等図るため、スクールソ
ーシャルワーカーの増配置を実施１７,８３３教員研究指導に要する経費　

学校と地域の連携強化および児童・生徒の学力向上のため、地域の人材等を活用しての指導を実施２２,５１１その他教育指導等に要する経費
児童・生徒の日常介助や学習活動上のサポートを充実するため、特別支援教育支援員の増員を実施４２,７８１特別支援教育に要する経費
前原小学校の特別教室等に設置されているエアコンの入れ替えを実施２５４,２７０学校運営に要する経費
食器消毒保管庫、コンベクションオーブン、炊飯器、移動式調理台等を購入２９８,０２７学校給食に要する経費　
トイレ改修工事、非構造部材改修工事、給食機器設置に伴う設備工事、屋内運動場改修工事等を実施１０６,１０９学校施設整備に要する経費　
音訳図書等をデジタルデータで複製するために、ＤＶＤ・ＣＤ複製機を購入１２２,２８１図書館事業に要する経費

小金井桜計１４本の植樹を行うとともに、人道橋設置工事および歩道整備工事を実施５２,２３２名勝小金井（サクラ）復活プロジェクトに要する経
費　

全国で実施するチャレンジデーに小金井市チャレンジデー２０１５として市内で実施、市民８８,２７８人が参加２,５２２チャレンジデー事業に要する経費

４　誰もが安心して暮らせる思いやりのあるまち（福祉と健康）
生活保護に至る前に事前の自立支援策の強化を図るため、自立相談支援事業を実施１１,６６８生活困窮者自立相談支援に要する経費
聴覚障がい者の災害時における意思疎通に関する障壁をなくすため、ビブスを配布３２６災害時聴覚障がい者用ビブス配布に要する経費
ＪＲ中央線の高架化および武蔵小金井駅南口再開発等の状況を反映させた福祉マップを作成９０４福祉マップ作成に要する経費
児童発達支援センターに対し、施設運営に要する経費の一部を補助９７,６２７障害者（児）施設運営費補助に要する経費
中等度難聴児に対し、補聴器購入費用の一部を補助４９４中等度難聴児発達支援事業に要する経費

センターの機能強化のため、看護師・社会福祉士等の専門職の市への配置を実施９,６４６機能強化型地域包括支援センター設置促進事業に要
する経費

地域包括支援センター等に対し、介護予防強化を目的とした専門的助言・技術的支援を実施５,４３７介護予防機能強化推進事業に要する経費
消費税引き上げに際し、低所得世帯への影響を緩和するための臨時的な給付措置を実施８５,９８２臨時福祉給付金給付に要する経費
民間保育所運営に要する経費、保育士等処遇改善に要する経費、民間認可保育所の定員拡充、児童処遇改善
に向けた増改築等に要する経費を補助９３６,４４３民間保育所助成に要する経費

東京学芸大学内および武蔵野公園にて冒険遊び場（プレーパーク）を開催５,６３０冒険遊び場事業に要する経費
学童保育所の保育環境の整備を図るため、みなみ学童保育所の建替工事を実施１４５,３７１学童保育所維持管理に要する経費　
あかね、さわらび、まえはら、みどり学童保育所の４施設の運営業務の委託を実施１９７,２６８学童保育所運営に要する経費
消費税引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和するための臨時的な給付措置を実施３４,００７子育て世帯臨時特例給付金給付に要する経費

乳幼児健康診査の未受診者に対し、保健師による状況確認等を実施１,０６４母子保健推進及び妊産婦・乳幼児保健指導に要する
経費

検診車による胃部エックス線検査を集団検診にて実施７,０４７胃がん検診に要する経費
胸部エックス線による肺がん検診を、胃がん検診と同時実施８７１肺がん検診に要する経費

５　基本構想実現のために（計画の推進）
第４次基本構想・後期基本計画、中期財政計画、小金井市人口ビジョンおよび小金井市まち・ひと・しごと
創生総合戦略を策定２３,４９１企画・調整に要する経費

市ホームページのサイトデザインおよび情報構成を再構築し、リニューアルを実施９,８９０市公式ホームページ再構築事業に要する経費
社会保障・税番号制度導入に伴い、申請に基づき個人番号カードの交付を実施３６,７６９社会保障・税番号制度事業に要する経費

６　地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金事業
起業家等の市内定着を地域ぐるみで促進させることを目的とし、しごとづくり等の機運の醸成、マッチング
イベント、定着先モデル構築事業等を実施（経済課）２３,１０９商工振興に要する経費　ほか



28・12・17
市税負担額と行政サービス市税負担額と行政サービス費費

市税の負担額 市民1人当たり
1世帯当たり

176,047円（上段）
357,373円（下段）

※　図１･図２の人口
は118,346人
世帯数は58,299世帯
（平成28年３月31日現在）

〔図１〕

その他

都市計画税

市たばこ税

95,186円
193,226円

61,124円
124,081円

4,507円
9,149円

372円
755円

14,858円
30,162円

（軽自動車税など）

固定資産税市民税 民生費

土木費 公債費

議会・総務費

労働・農林水産業・商工費

28,781円
58,425円
28,781円
58,425円

14,226円
28,879円

43,642円
88,593円

23,160円
47,014円

4,994円
10,139円

衛生費

27,970円
56,778円

教育費

消防費

行政サービス費 市民1人当たり
1世帯当たり

325,674円（上段）
661,113円（下段）〔図２〕

147,664円
299,755円

35,237円
71,530円

　皆さんから納めていただいた市税の市民１人当たりおよび１世帯当たりの額と、皆さんに還元された
額（行政サービス）は、図１・図２のとおりです。（普通会計―地方財政状況調査による）

市税1,000円の使い道都市計画税の使い道

平成27年度健全化判断比率
および資金不足比率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、市は毎年度、健全化判断比率４指標およ
び資金不足比率を算定し、監査委員の審査を経
て、議会に報告し、市民に公表しています。
　健全化判断比率、資金不足比率が一定の基準以
上となった場合は、財政健全化計画等の作成と改
善努力が義務付けられます。
　平成２７年度決算に基づく市の健全化判断比率お
よび資金不足比率は、すべて基準を下回り、財政
状況は健全段階にあります。（下表）
 

【用語説明】
　次の用語は健全化判断比率４指標で、標準財政
規模（市の一般的な歳入規模）に対する割合です。
実質赤字比率　一般会計等の実質赤字額の割合
連結実質赤字比率　全会計の実質赤字額の割合
実質公債費比率　公債費および公債費に準じた経
費が占める割合
将来負担比率　一般会計等が将来負担すべき実質
的な負債の大きさを示す割合

平成２７年度資金不足比率
経営健全化基準資金不足比率特別会計の名称

２０.０−下水道事業特別会計
※　資金不足額がない場合は、「害」と表示しています。
※　資金不足比率は、事業規模に対する公営企業
の資金不足額の割合です。

（単位：％）

平成２７年度健全化判断比率
将来
負担比率

実質公債
費比率

連結実質
赤字比率

実質
赤字比率

 ２５.６ ３.１−−小 金 井 市
３５０.０２５.０１７.３３１２.３３早期健全化基準

３５.０３０.００２０.００財政再生基準
※　実質赤字額または連結実質赤字額がない場合は、
「害」と表示しています。

（単位：％）

　都市計画税は、都市計画事業や区画整理事業に要する費
用に充てるため、都市計画区域のうち市街化区域内（小金
井市全域）の土地または家屋の所有者に対して市が課税す
る目的税で、平成２７年度は１７億５,８４１万１千円でした。
　その都市計画税は、次の主な事業の一部に充てられまし
た。渇街路事業（都市計画道路３・４・１２号線街路築造工
事費・電線共同溝設置工事費・事業予定地整備工事費等）
渇公園事業渇下水道事業渇市街地開発事業（東小金井駅北
口土地区画整理事業委託料・武蔵小金井駅南口第２地区第
一種市街地再開発事業補助金等）　 渇その他事業（東京た
ま広域資源循環組合負担金等）渇地方債償還（街路事業・
市街地開発事業・下水道事業等）

　皆さんから納めていただいた市税１,０００円の使い道は、
次のとおりです。
　渇民生費（子ども・高齢者・障がいのある方などの福
祉のために）４６０円　渇総務費（行政運営のために）１２９
円　渇衛生費（ごみ・し尿処理や健康を守るために）１０８
円　渇教育費（学校・公民館・図書館・体育施設などの
整備のために）８１円　渇公債費（市債の償還・利子の支
払いに）７１円　渇土木費（道路・公園・河川整備のため
に）８９円　渇消防費（火災・災害から守るために）４３円
渇議会費（市議会の運営に）１０円　渇労働費・農林水産
業費・商工費（消費者保護や農業・商業振興のために）
８円　渇その他１円

総務費　84％
40,334円
48,280円

小金井市

民生費　89％
147,664円
165,202円

多摩類似団体平均
（100％）

衛生費　99％
35,237円
35,504円

土木費　78％
28,781円
36,988円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

  325,674円  歳出合計　　　　　　＝88%　  369,040円

消防費　98％
14,226円
14,560円

教育費　66％
27,970円
42,183円

公債費　128％
23,160円
18,030円

その他　100％
8,302円
8,293円

［図A］多摩類似団体平均との比較

総務費　96％
40,334円
41,885円

民生費　85％
147,664円
172,924円

小金井市

衛生費　121％
35,237円
29,177円

土木費　82％
28,781円
34,974円

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

  325,674円  歳出合計　　　　　　＝90%　  362,759円

消防費　107％
14,226円
13,246円

教育費　66％
27,970円
42,368円

公債費　115％
23,160円
20,192円

その他　104％
8,302円
7,993円

［図B］多摩26市平均との比較

多摩類似団体平均
（100％）

公債費　128％
23,160円
18,030円

補助費等　108％
40,480円
37,444円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

 325,674円 歳出合計　　　　　　＝88%　 369,040円

繰出金　86％
33,386円
38,824円

投資的経費　64％
23,891円
37,187円

その他　92％
18,839円
20,548円

扶助費　83％
81,146円
97,845円

人件費　90％
49,928円
55,349円

小金井市

物件費　86％
54,844円
63,813円

多摩26市平均
（100％）

公債費　115％
23,160円
20,192円

補助費等　113％
40,480円
35,942円

繰出金　81％
33,386円
41,444円

投資的経費　64％
23,891円
37,366円

その他　124％
18,839円
15,155円

扶助費　76％
81,146円
106,441円

人件費　95％
49,928円
52,582円

小金井市

物件費　102％
54,844円
53,637円

［図C］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

 325,674円 歳出合計　　　　　　＝90%　 362,759円

［図Ｄ］多摩26市平均との比較

都市計画税　107％
14,858円
13,901円

小金井市民１人当たりの額
多摩類似団体平均１人当たりの額

176,047円市税合計　　　　　　＝92%　190,785円

その他　30％
372円
1,239円

法人市民税　57％
7,019円
12,220円

個人市民税　108％
88,167円
81,835円

固定資産税　81％
61,124円
75,399円

小金井市

多摩類似団体平均
（100％）

市たばこ税　73％
4,507円
6,191円

都市計画税　118％
14,858円
12,630円

その他　31％
372円
1,218円

法人市民税　59％
7,019円
11,992円

個人市民税　123％
88,167円
71,697円

固定資産税　91％
61,124円
66,868円

小金井市

多摩26市平均
（100％）

市たばこ税　75％
4,507円
6,000円

［図Ｅ］多摩類似団体平均との比較

小金井市民１人当たりの額
多摩26市平均１人当たりの額

176,047円市税合計 　　　　　 ＝103％　170,405円

多摩26市平均
（100%）

［図Ｆ］多摩26市平均との比較

他市と比較してみると（普通会計−地方財政状況調査による）
市民１人当たりの目的別歳出市民１人当たりの目的別歳出額額 市民１人当たりの性質別歳出市民１人当たりの性質別歳出額額 市民１人当たりの市税市民１人当たりの市税額額

　市民１人当たりの目的別歳出額を類似団体（図Ａ）
や多摩２６市（図Ｂ）と比較すると、本市の公債費およ
びその他に含まれる議会費、労働費は平均を上回りま
した。また、総務費、民生費、土木費および教育費は
前年同様に平均を下回りました。

　市民１人当たりの性質別歳出額を類似団体（図Ｃ）や多摩２６市
（図Ｄ）と比較すると、公債費は建設事業債および臨時財政対策
債の償還額等の増により、補助費等については可燃ごみ共同処理
事業等の増により、平均を上回りました。また、扶助費、繰出金
は前年度と同様に平均を下回ったのに加え、人件費については退
職金等の減により平均より少なくなりました。

　市民１人当たりの市税額を類似団体（図Ｅ）や多摩
２６市（図Ｆ）と比較すると、本市は個人市民税、都市
計画税が類似団体および多摩２６市の平均より多くなっ
ています。なお、個人市民税は、標準税率を採用して
おり、多摩２６市では同じ税率となっています。
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平成28年度 上半期の財政状平成28年度　上半期の財政状況況

文化センター等事業債 下水道の建設

小・中学校の建設

25億6,855万4千円
（9.6％）

86億5,176万8千円
（32.2％）

43億8,310万7千円
（16.3％）

減税補てん債、一般土木事業、
福祉施設の建設事業等

市債現在高268億4,309万9千円
（ ）内は、市債総額に対する比率

15億1,413万円
（5.6％）

13億3,168万4千円
（5.0％）

市民１人当たり
225,122円

83億9,385万6千円
（31.3％）

株　券

340,071.26㎡ 169,618.42㎡

5億4,105万9千円

6,318万4千円 18億5,291万9千円

74億6,594万7千円
環境基金など

その他
（9.7％）

19億9,875万6千円
40億3,221万5千円

＝49.6％

市　税
（49.4％）

118億68万8千円
205億5,828万2千円

＝57.4％

国庫支出金
（17.0％）

23億1,761万2千円
70億9,045万8千円

＝32.7％

都支出金
（14.4％）

12億5,774万3千円
59億8,564万円
＝21.0％

地方消費税交付金
（5.7％）

13億837万3千円
23億6,300万円
＝55.4％

使用料及び手数料
（2.2％）

4億4,918万6千円
8億8,771万8千円
＝50.6％

市債
（1.5％）
0円

6億3,900万円
＝0.0％

地方特例交付金
（0.1％）
6,108万6千円
5,500万円
＝111.1％

民生費
（43.8％）

84億5,091万6千円
182億2,755万9千円

＝46.4％

歳出総額
159億2,364万7千円
416億1,131万3千円

＝38.3％
衛生費
（10.4％）

15億6,569万3千円
43億2,911万9千円

＝36.2％
土木費
（14.8％）

9億6,889万7千円
61億7,798万2千円

＝15.7％

総務費
（10.7％）
16億631万円

44億5,353万7千円
＝36.1％

教育費
（7.7％）

13億5,363万7千円
32億832万9千円
＝42.2％

公債費
（6.4％）

9億709万5千円
26億8,343万3千円

＝33.8％

消防費
（4.2％）

7億1,960万5千円
17億6,532万8千円

＝40.8％

その他
（2.0％）

3億5,149万4千円
7億6,602万6千円
＝45.9％

歳入予算額
（  ）内は、歳入予算総額に対する比率
 　  収入済額  　　　　　　＝収入率 　  予算現額

歳入総額
191億9,344万4千円
416億1,131万3千円

＝46.1％

［図 A］一般会計執行状況〈歳入〉

［図B］一般会計執行状況〈歳出〉
歳出総額
（  ）内は、歳出予算総額に対する比率
　   支出済額　  　　　　　＝執行率 　  予算現額

　市の財政は、皆さんから納めていただいた税金や国・都からの
補助金などで賄われています。これらがどの仕事に使われている
かを、平成２８年度上半期（４月１日〜９月３０日）における予算の
執行状況を通してお知らせします。
問合先　財政課財政係（☎０４２−３８７−９８０２）

　今年の９月３０日現在における予算額は、一般会計
と特別会計を合わせて総額６６４億５,２００万１千円とな
っています。これは当初予算６４５億８,０６６万７千円
（繰越事業費繰越財源充当額１億５,４０９万１千円を
含む）に、補正予算額１８億７,１３３万４千円を加えたも
のです。前年同期と比べ５.４％の増となりました。
 

　道路や学校、集会施設等の公共施設の建設や改
修、少年自然の家（清里山荘）・総合体育館の運営や
委託、社会福祉、消防、ごみ処理など、市が行う事業
の大部分を賄う一般会計は、４１６億１,１３１万３千円で
前年同期と比較すると、７.１％の増となっています。
　主な財源である市税の収入率は５７.４％で前年同期
と比較すると０.８ポイントの減となっています。ま
た、一般会計全体の収入率は、４６.１％で前年同期と
比較すると４.２ポイントの減となっています。
　上半期の執行状況の内訳は、図Ａおよび図Ｂのと
おりです。
 

　各特別会計は、前年同期と比べ国民健康保険は
２.２％、介護保険は４.９％、後期高齢者医療は０.５％、
それぞれ増となり、下水道事業は１.６％の減となっ
ています。執行状況は左下表のとおりです。
 

　福祉施設の建設、都市計画道路整備、公園整備、
小・中学校の改修、下水道事業には、多額の資金を
必要としますが、この資金の一部を国や都・銀行な
どから長期にわたって借り受け、事業に充てていま
す。このような市の長期借入金のことを、市債とい
います。
　市債の目的別内訳は図Ｃのとおりです。現在の市
債の総額は、２６８億４,３０９万９千円で前年同期と比
べ、７.６％の減となりました。
 

　市が保有し管理している財産には、市役所の庁舎
をはじめ、学校や集会施設などの建物や土地、その
他の物品、基金などがあります。（図Ｄ）
　市有財産の総額は、８６９億３,４０２万３千円で、前年
同期と比較すると２.０％の増となっています。

一 般 会 計

特 別 会 計

市　 債

市 有 財 産

予算の執行状況

特別会計執行状況

支出済額収入済額予算現額区　分 執行率（％）収入率（％）
３９.４５,０８１,５１３４２.０５,４１１,３１０１２,８９２,０２６国民健康保険
２７.８４１５,９５９４１.２６１８,０１７１,４９８,５１７下 水 道 事 業
３７.４２,９７６,０４５４２.１３,３５３,５８７７,９６７,１２８介 護 保 険
３１.６７８４,７００４３.６１,０８２,３６０２,４８３,０１７後期高齢者医療

（単位：千円）

 　

東
京
都
と
市
区
町
村
で
は
、
安

定
し
た
税
収
確
保
と
納
税
の
公
平

性
確
保
を
め
ざ
し
て
、　

月
を

１２

「
オ
ー
ル
東
京
滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強

化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
広
報
や

催
告
に
よ
る
納
税
推
進
、
差
し
押

さ
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
等

の
滞
納
処
分
な
ど
、
多
様
な
徴
収

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、今
年
度
も
引
き
続
き
、

預
貯
金
、
給
与
等
の
債
権
、
捜
索

に
よ
る
動
産
、
不
動
産
の
差
し
押

さ
え
等
を
実
施
し
、
納
税
の
公
平

性
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

  　

こ
の
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
が
難
し
い
中
小
企
業
の

事
業
主
を
対
象
に
、
従
業
員
（
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
含
む
）
の
福
祉

の
向
上
・
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
主
が
従

業
員
の
た
め
に
加
入
す
る
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
ま
た
は
特
定

退
職
金
共
済
制
度
の
掛
金
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

対　

象　

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済
制

度
に
加
入
し
、
申
請
時
に
共
済
掛

金
お
よ
び
住
民
税
（
市
・
都
民

税
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
事
業
主

※　

対
象
の
事
業
主
に
は
、
別
途

連
絡
し
ま
す
。

補
助
金
額
・
期
間　

被
共
済
者

（
従
業
員
）
１
人
に
つ
き
月
額　
５００

円
で
、
加
入
し
た
月
か
ら　

か
月

２４

　

月
は
オ
ー
ル
東
京
滞
納

１２Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間

中
小
企
業
の
事
業
主
の
方
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

等
の
掛
金
を
補
助

を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類　

▽
申
請
書　

▽
加
入

者
内
訳
書　

▽
退
職
金
共
済
手
帳

の
写
し　

▽
市
・
都
民
税
納
税
証

明
書

申
請
方
法　
　

月　

日
（
金
）
ま

１２

１６

で
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
勤
労

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
本
町
暫
定
庁
舎
２
階
）
へ
。

問
合
先　

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
２
５
２

０４２

３８７

５
）

 　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
に
は
、
犬

の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
注
射
が
済
ん
で
い
な

い
犬
の
飼
い
主
の
方
へ
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は

「
飼
い
犬
の
死
亡
届
」
、
住
所
や

所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
は
「
飼

い
犬
の
登
録
事
項
変
更
届
」
を
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

▽
登
録
の
鑑
札
＝
３
千

円
（
再
交
付
千　

円
）
▽
狂
犬
病

６００

予
防
注
射
済
票
＝　

円
（
再
交
付

５５０

　

円
）

３４０申
請
・
問
合
先　

健
康
課
健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎　

儿　

︱

０４２

３２１

１
２
４
０
）
ま
た
は
市
民
課
市
民

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）
へ
。

３８７

 　

図
書
館
本
館
に
設
置
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
で
、
国
立
国
会
図
書
館

の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
閲
覧
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
資
料
の
う
ち
、
絶
版
等

の
理
由
で
入
手
が
困
難
な
資
料
を

公
共
図
書
館
等
の
館
内
で
閲
覧
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま
た
、
著

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信

サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

作
権
の
範
囲
内
で
複
写
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
調
査
・
研
究
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３
 　

公
民
館
緑
分
館
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
自
主
性
や
社
会
性
を
養
う

研
修
の
た
め
の
宿
泊
が
で
き
る
施

設
で
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
宿
泊
に
伴

２９

う
布
団
使
用
料
の
実
費
負
担
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
、説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

１５

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

１８
（
障
が
い
が
あ
る
場
合
は　

歳
未

２０

満
）
ま
で
の
児
童
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
対
し
て
、
医
療
保

険
の
自
己
負
担
す
べ
き
額
か
ら
一

部
負
担
額
を
除
い
た
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

今
ま
で
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

方
で
も
、
平
成　

年
中
の
所
得
が

２７

制
限
内
の
方
は
、
平
成　

年
１
月

２９

１
日
か
ら
受
給
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
中
の
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
　

月
１
日
（
木
）
〜

１２

　

日
（
金
）

１６受
付
場
所
・
問
合
先　

子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

９
） 公

民
館
緑
分
館

宿
泊
利
用
者
説
明
会

平
成　

年
ひ
と
り
親
家
庭
等

２９

医
療
費
助
成
の
申
請
受
付
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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

都
知
事
表
彰

〈
①
児
童
扶
養
手
当
〉

　
　

月
期
分
＝
８
～　

月
分

１２

１１

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

〈
②
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
〉

　

第
３
期
分
＝
８
～　

月
分

１１

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係（
☎　

儿　

儿
９
８
４
２
）

０４２

３８７

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

振
込
日　
　

月
９
日
（
金
）

１２

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▽
振
込
日
以
降
、
８
日
を
過
ぎ

て
も
振
り
込
ま
れ
な
い
場
合　

▽

氏
名
ま
た
は
住
所
、
口
座
を
変
更

し
た
場
合　

▽
施
設
に
入
所
し
た

場
合　

▽
障
が
い
の
程
度
が
変
わ

っ
た
場
合
（
②
）

 
と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１２

１５

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

内　

容　

ミ
ニ
ト
ー
ク
「
離
乳
食

に
つ
い
て
」
。
子
育
て
の
コ
ツ
や

触
れ
合
い
遊
び
の
紹
介
。
栄
養

士
、
看
護
師
、
保
育
士
へ
の
相
談

対　

象　

平
成　

年
１
月
～
９
月

２８

生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
保
護
者

申
込
方
法　

当
日
直
接
同
保
育
園

へ
。

問
合
先　

同
保
育
園
（
☎
０
４
２

２
儿　

儿
０
７
７
０
）

６０

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１２

１４

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

市
立
け
や
き
保
育
園

な
の
は
な
ひ
ろ
ば

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
へ
。

 　

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
や
親
同

士
の
交
流
を
通
じ
、
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
、
２
月　

２５

２２

日
、
３
月　

日
、
い
ず
れ
も
水
曜

２２

日
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成　

年　

月
～
平
成

２７

１１

　

年
３
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
保

２８護
者

定　

員　
　

組
（
多
数
抽
選
）

１４

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、
電

１２

１４

話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１

０４２

３２１

４
１
＝
月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

へ
。 子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

カ
ル
ガ
モ
教
室

お
ら
ず
、
主
治
医
よ
り
運
動
の
許

可
を
得
て
い
る
方

定　

員　

い
ず
れ
の
会
場
も
若
干

名※　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

る
選
考
あ
り

費　

用　

千
円
（
保
険
代
）

申　

込　

申
し
込
み
は
、
電
話
で

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
小

金
井
き
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
＝
☎　

儿　

儿
２
４
４
０
、
小

０４２

３８８

金
井
み
な
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
＝
☎　

儿　

儿
８
４
０
０
、

０４２

３８８

小
金
井
に
し
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
＝
☎　

儿　

儿
７
３
７
３
、

０４２

３８６

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
＝
☎　

儿　

儿
６
５
１

０４２

３８６

４
）
へ
。

 　

こ
の
調
査
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
福
祉
施
策
を
改
善
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
、
厚
生
労
働
省
が
市
を
通
じ
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
　

月
中
旬
に
、
調
査
員
証
を
携

１２
帯
し
た
職
員
が
対
象
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
を
直
接
訪
問
し
ま
す
。

そ
の
際
に
、
調
査
対
象
と
な
る
障

が
い
の
あ
る
方
等
が
い
る
場
合
に

は
、
郵
送
で
調
査
票
の
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
２
・
９
８
４
１

０４２

３８７

 
　

儿　

儿
２
５
２
４
）

０４２

３８４

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
（
全
国
在
宅

障
害
児
・
者
等
実
態
調
査
）

を
実
施

FAX

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方

が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
月
日　
　

月　

日

１１

１４

〈
特
別
功
労
賞
・ 

在
職　

年
以
上
〉

１７

大
久
保　

信
子　

氏

 

（
本
町
１
丁
目
）

布
目　

陽
子　

氏

 

（
中
町
３
丁
目
）

内
田　

香
代
子　

氏

 

（
関
野
町
１
丁
目
）

〈
一
般
功
労
賞
・ 

在
職　

年
以
上
〉

１０

新
井　

眞
澄　

氏

 

（
本
町
２
丁
目
）

東
條　

佳
子　

氏

 

（
貫
井
南
町
２
丁
目
）

星
野　

洋
子　

氏

 

（
前
原
町
３
丁
目
）

 　

小
金
井
さ
く
ら
体
操
は
、
ご
当

地
介
護
予
防
体
操
と
し
て
誕
生

し
、
自
主
グ
ル
ー
プ
、
町
会
等
市

内　

か
所
以
上
で
定
期
的
に
行
わ

４０
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
だ
定
員
に
余
裕
の

あ
る
会
場
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
体
操
を
通
じ
て
、
心
身
と

も
に
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

募
集
会
場　

桜
町
病
院
別
館
（
桜

町
１
儿
２
儿　

）
、
介
護
老
人
保

２０

健
施
設
秋
桜
（
前
原
町
４
儿
４
儿

　

）
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
町

４７５
儿　

儿　

）

３６

１７

対　

象　
　

歳
以
上
の
市
内
在
住

６５

の
方
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

小
金
井
さ
く
ら
体
操

参
加
者
募
集

 
と
き
・
費
用
等　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
中
町
会
議
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
内
）

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

班定　

員　

各
５
人
（
申
込
順
）

そ
の
他　

▽
希
望
者
が
２
人
以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
▽
希
望

パ
ソ
コ
ン
教
室

シシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルル
ババババババババババ
ーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーー

者
が
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　
　

月
１
日
～
開
催
日
の

１２

４
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

６
１
４
１ 
　

儿　

儿
６
２
４

０４２

３８５

１
）
へ
。

FAX

費用
（教材費含む）講習時間日　程講習名

６,２４０円

９：００〜
１２：００

１２／１６（金）、
　　２３（祝）

Ｅｘｃｅｌを学
ぼう

９：００〜
１２：００

１／１３（金）、
　　２０（金）

Ｗｏｒｄを学
ぼう

１,０３０円／
時間
（教材費は
別途実費）

相談して決定します。

個人教室

訪問レッス
ン

月４,２００円１３：００〜
１６：００

毎月第２、４週
の２回（火曜・
木曜・土曜日の
いずれか）

ＣｏＣｏサロ
ン（パソコ
ン趣味の講
座）

無　料１３：００〜
１５：００

毎週月曜日（祝
日を除く）相　談　室

※　パソコンはWindows７、Office2010を使用します
が、詳細はご相談ください。

各種手各種手当当
のの
支支給給

　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ
こ

ろ
」
は
、
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り

ん
く
に
委
託
し
、
就
労
を
希
望
す

る
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
相
談

や
、
就
労
後
の
悩
み
な
ど
就
労
に

関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
相
談
件
数
は
８

２７

千
件
を
超
え
ま
し
た
。

　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
施
設
や
職
業
訓
練
所
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
方
々
の

「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
ま
す
。

　

初
め
て
利
用
す
る
方
に
は
、

「
働
く
こ
と
」
に
対
す
る
準
備
状

況
な
ど
を
聞
き
、
準
備
が
必
要
な

場
合
に
は
準
備
す
る
た
め
の
基
礎

訓
練
の
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

　

準
備
が
整
っ
た
が
自
信
が
な
く

て
不
安
で
あ
る
と
い
う
人
に
は
、

企
業
実
習
や
職
場
体
験
の
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

就
職
後
の
就
労
生
活
の
前
に
、

生
活
・
健
康
面
の
安
定
、
職
場
体

験
を
通
じ
て
の
自
己
理
解
な
ど
の

課
題
が
あ
る
方
に
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
共
に
考
え
、
一
緒
に

解
決
し
ま
す
。

　

ま
た
就
職
し
て
か
ら
も
、
安
定

し
た
職
業
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

必
要
に
応
じ
、
職
場
な
ど
を
訪
問

し
、
問
題
が
あ
れ
ば
解
決
の
方
法

を
雇
用
先
と
相
談
し
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
、
職
場
を
離
れ
た

方
に
は
再
就
職
の
支
援
を
し
ま

す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
、
職
業
能
力
開
発
施

設
・
福
祉
施
設
、
作
業
所
・
生
活

支
援
機
関
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
学
校
、
医
療
機
関
、
事
業
主

団
体
な
ど
と
か
か
わ
り
合
い
な
が

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
合
わ

せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
「
働
く

こ
と
」へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://e-w

-co
co
l

o
.co
m
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

▽
相
談
に
関
す
る
個
人
情
報

は
固
く
守
り
ま
す
。
▽
支
援
の

流
れ
・
内
容
は
相
談
者
の
状
況

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。

〈
利
用
で
き
る
方
〉

▽　

市
内
在
住
で
就
労
を
希
望
す

る
方

▽　

就
労
中
の
障
が
い
の
あ
る

方
、
ま
た
は
障
が
い
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
方
と
家
族

※　

障
が
い
種
別
、
障
害
者
手
帳

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

〈
利
用
案
内
〉

開
所
日　

原
則
、
月
曜
～
金
曜
日

午
前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１

３０

時
～
５
時
（
祝
日
を
除
く
）

利
用
方
法　

相
談
は
、
原
則
と
し

て
予
約
制
で
す
。
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※　

継
続
的
な
支
援
を
希
望
す
る

方
は
、
登
録
（
無
料
）
を
し
て

く
だ
さ
い
。
特
別
支
援
学
校
等

在
学
生
は
、
高
等
部
か
ら
登
録

可
能
で
す
。

そ
の
他　

▽
事
業
所
の
方
の
相
談

も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
▽
情
報

提
供
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎

　

儿　

儿
９
８
６
６ 
　

儿　

儿

０４２

３８７

０４２

３８０

７
７
６
５
）

FAX

障障
がが
いい
のの
ああ
るる
ああ
なな
たた
をを
応応
援援
しし
まま
すす

障障
害害
者者
就就
労労
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

エエ
ンン
ジジ
ョョ
イイ
ワワ
ーー
クク
・・
ここ
ここ
ろろ

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ーー

エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ
こ

エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ
こ
ろろ

障
が
い
の
あ
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま

障
が
い
の
あ
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
すす

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　みんなで子育て応援ブッ
ク・のびのびこがねいっ子の
改訂にあたり、市民参加のコ
ーナーを作成します。
と　き　１２月１４日、１月１１日、
１８日、いずれも水曜日午前１０
時〜正午（全３回）
ところ　中町桜並集会所集会
室Ａ・Ｂ
対　象　市内在住の小学生ま
でのお子さんを持つ保護者、

妊婦の方、そのパートナー
で、原則全回参加可能な方
その他　子育て・子育ち支援
ネットワーク協議会事務局が
同席します。
申　込　１２月１３日までに、電
話またはファクスで子育て支
援課子育て支援係（☎０４２−
３８７−９８３６ ０４２−３８６−２６０９）
へ。

FAX

のびのびこがねいっ子の
市民参加コーナー作成会
を開催
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ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
の

方
に
、
週
に
１
回
程
度
、
訪
問
ま

た
は
電
話
で
話
し
相
手
を
す
る
友

愛
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
活
動
で
は
、
日
常
生
活
の

相
談
、
福
祉
制
度
の
説
明
等
も
行

い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
寂
し
か
っ
た
り
、
不

安
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、　

歳
以

６５

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
（
日

中
の
み
ひ
と
り
の
方
も
可
）

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　

家
具
転
倒
防
止
器
具
を
給
付

し
、
ご
自
宅
に
取
り
付
け
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、　

歳
以

６５

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
世
帯
（
近
隣
に

親
族
が
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
）

で
、
当
該
家
屋
に
引
き
続
き
居
住

す
る
、
過
去
に
同
制
度
を
利
用
し

て
い
な
い
方

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護

６５
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
健

康
づ
く
り
や
も
の
忘
れ
予
防
に
役

立
つ
情
報
の
案
内
や
相
談
を
行
い

ま
す
。
（
１
人　

分
程
度
）

３０

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

１５

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
地
域　

東
町
、
中
町
、
本
町

１
丁
目

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８６

５
１
４
）
へ
。

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

取
り
付
け

介
護
予
防
相
談
会

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１１

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
冬
に

な
る
と
流
行
し
ま
す
。
症
状
と
し

て
は
突
然
の
高
熱
や
節
々
の
痛
み

と
い
っ
た
全
身
症
状
、 
咳 
や 
痰 
な

せ
き 

た
ん

ど
の
気
道
症
状
、
下
痢
や
腹
痛
な

ど
の
胃
腸
症
状
が
あ
り
ま
す
。 
稀 まれ

に
、
肺
炎
や
脳
炎
を
合
併
し
て
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
毎

年
、
少
し
ず
つ
変
化
（
連
続
変

異
）
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

去
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
人
が
今
年
も
か
か
る
と
い
う
こ

と
が
起
こ
り
得
る
わ
け
で
す
。

　

予
防
と
し
て
は
、
手
洗
い
・
う

が
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
大
事
で

す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
予
防
接
種

が
大
切
で
す
。　

歳
未
満
は
２

１３

回
、　

歳
以
上
は
１
～
２
回
の
接

１３

種
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は　

％
イ

１００

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
予
防
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も

し
も
感
染
し
て
も
症
状
を
軽
く

し
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
予
防
接

種
は
接
種
後
、
効
果
が
発
現
す
る

ま
で
に
２
～
３
週
間
く
ら
い
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、　

月
１０

の
中
旬
ご
ろ
か
ら　

月
く
ら
い
ま

１２

で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
初
期
症
状

と
考
え
ら
れ
る
症
状
を
認
め
た
ら

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
治
療
薬
に
は
、
内
服
薬
・

吸
入
薬
・
点
滴
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
薬

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を

退
治
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ウ
イ

ル
ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る
も
の
で

す
。
ウ
イ
ル
ス
増
殖
の
ピ
ー
ク
と

い
わ
れ
る
、
発
症
か
ら　

時
間
以

４８

内
で
な
い
と
効
果
が
な
く
、
ま
た

劇
的
に
効
く
と
い
う
も
の
で
も
な

い
の
で
な
に
よ
り
予
防
が
大
切
と

な
り
ま
す
。
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
休

養
を
と
り
、
脱
水
症
状
に
な
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
水
分
補
給
が
大
切

で
す
。

　

小
金
井
市
医
師
会

中
村　

暢
和

 　

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
小
金
井

地
区
推
進
協
議
会
で
は
、
市
内
の

中
学
生
が
作
成
し
た
薬
物
乱
用
防

止
を
テ
ー
マ
と
す
る
ポ
ス
タ
ー
お

よ
び
標
語
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。

と　

き　
　

月
６
日
（
火
）
～　

１２

１２

日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後　

時
１０

（
６
日
は
正
午
か
ら
、　

日
は
正

１２

午
ま
で
）

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
１
階
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ス
ペ

ー
ス

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１０

　

時
～　

時　

分
、
午
後
１
時
～

１０

１１

３０

４
時

と
こ
ろ　
　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口

ＪＲ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
コ
ー
ト
）

対　

象　
　

～　

歳
の
方

１６

６４

※　
　

～　

歳
に
献
血
経
験
の
あ

６０

６４

る
方
は
、　

歳
ま
で
献
血
す
る

６９

こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
施
団
体　

東
京
都
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　

１
月　

日
～　

日
の
毎

１２

２６

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
６
月
生
ま
れ

２６

薬
物
乱
用
防
止

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展
示
会

愛
の
献
血

む
し
歯
予
防
教
室

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年　

月
生

２７

１２

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
健
康
課
へ
。

 

●特急あずさ５０周年イベント　１２月１
日（木）～１２日（月）／ｎｏｎｏｗａ武蔵小金井
／中央線特急あずさ号開業５０周年を記念
して鉄道イベントを開催。展示＝歴史を
体験できるパネル展。催し＝１０日（土）、
１１日（日）午前１１時～４時、子ども駅長
記念撮影、ペーパークラフト教室など／
詳細はホームページ（http://www.nono 
wa.co.jp/）で／株ＪＲ中央ラインモール
（☎０４２－３１６－４４１７）
●みんなの学校カフェ「地域でともに生
きる」－相模原障害者殺傷事件から考え
る　１２月３日（土）午後１時３０分～３時
３０分／小金井　宮地楽器ホールマルチパ
ーパススペース／事件から４か月余り。
ともに生きるために、今、私たちに出来
る事は何か考えてみたいと思います／３０
人（当日先着順）／無料／「みんなの学
校」を実現する会こがねい・磯辺（☎０８０
－６５５３－１３３０＝午後６時以降）
●第６７回小金井民謡連盟発表大会　１２
月４日（日）午前１０時３０分～午後４時／
小金井　宮地楽器ホール大ホール／無料
／終演時福引抽選会あり／同連盟・鈴木
（☎０４２－３８１－６２３８）
●小金井雑学大学　忠臣蔵の真相その５
義士の最期＝１２月４日（日）前原暫定集会
施設Ａ会議室、遊びとレクリエーション

＝１２月１８日（日）市民会館・萌え木ホール
Ａ会議室。飯坂徳雄さん（東大和市レク
リエーション協会会長）／いずれも午後
２時～４時／１００円（資料代）／当日直接
会場へ／田中（☎０８０－５６４５－１４７７）
●ミニこがねい２０１６　１２月１０日（土）
午前１１時～午後３時、１１日（日）午前１０
時～午後３時（いずれも入場は２時ま
で）／公民館貫井北分館／子どもだけが
市民になれる遊びのまちで、働いて稼い
で買い物やゲームなどができる／小学生
～高校生世代／５００円（１日分）／必要な
人はお弁当などを持参／当日直接会場へ
／ＮＰＯ法人こがねい子ども遊パーク・
松下（☎０９０－３８０５－１３２１）
●亜細亜大学吹奏楽団第５２回定期演奏
会　１２月１１日（日）午後２時開演（１時
３０分開場）／同大学３号館講堂（ＪＲ中央
線武蔵境駅徒歩１２分）／５００円（中学生以
下無料）／幼児・車いすの方の入場可／
同大学・塚田（☎０４２２－５４－５３１９）
●ヒガコ・クリスマスフェスティバル　
１２月１７日（土）午後１時～６時／東小金
井南口商店街／東小金井南口商店会スタ
ンプラリー抽選会（１２月３日～１６日に商
店会各店で実施）やクリスマスお絵かき
コンテスト（商店会一部の店舗で事前配
布の所定用紙にて当日応募）。無料配布
のバーベキュー串で楽しもう／同商店
会・今井（☎０７０－６４６４－５７７５）
●雪国くらし体験　１月１４日（土）～１５

日（日）／新潟県長岡市小国町法末／限
界集落を訪ね地元の方と交流、雪遊びも
／小学生以上／２０人（多数抽選）／約
１７,０００円（参加人数により変動）／１２月
２０日までに、電話またはＥメールでＮＰ
Ｏこがねい子ども遊パーク・邦永（☎
０８０－３２０１－６７４８死playpark@koganei-
yu.net）へ。
 

●歩きませんか二ヶ村緑道を多摩川競艇
場まで　１２月１８日（日）雨天実施／①ＪＲ
東小金井駅南口午前７時３０分②市役所本
庁舎８時③貫井大橋８時１５分集合～１１時

３０分ごろ小柳公園解散（距離約７.５ｋｍ）
／２００円／水筒持参／当日直接各集合場
所へ／市ウオーキング協会・浜薗（☎
０４２－３８１－２２００）
●中学生サッカー体験練習会　１２月２４日
（土）午前９時～１１時／上水公園運動施
設／サッカークラブチームの体験会／講
師はＦＣアンビシオン専属コーチ／小学
校６年生、中学校１年生／１０人（多数抽
選）／詳細はホームページ（http://fc-
ambicion.com/）で／１２月２３日までに、
電話またはＥメールでＮＰＯ法人ＦＣア
ンビシオン（☎０４２－３８８－９２５４死fc.am 
bicion@gmail.com）へ。

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

■調布市クリーンセンターの移転説明会
１２月１８日（日）午後２時～３時、１９日（月）
午後７時～８時／東中学校柔剣道場／当
日直接会場へ／車での来場はご遠慮くだ
さい。上履き・防寒着持参／調布市環境
部ごみ対策課（☎０４２－４８１－７６８６）
■ＬＥＤ等の節電設備の導入費用を助成
都内で製造業を営む中小企業者の方が設
置する工場照明のＬＥＤ化等の節電設備
導入費用の一部を助成しています／１２月
２２日（木）まで／詳細は、（公財）東京都中
小企業振興公社ホームページ（http://w 
ww.tokyo-kosha.or.jp/）で／同公社設
備リース課（☎０３－３２５１－７８８９）
■冬季・野川生きもの観察会　１月２２日
（日）午前１０時～正午／都立野川公園自

然観察センター前／湧水を活用して作っ
た小川の生きもの観察と補修体験／４０人
（多数抽選）／一般１００円、中学生以下無
料／小学校３年生以下は保護者同伴／１２
月２０日（必着）までに、郵送またはファ
クスで東京都北多摩南部建設事務所（〒
１８３－０００６府中市緑町１－２７－１☎０４２－
３３０－１８４５ ０４２－３６９－３８９０）へ。
■検察審査会をご存じですか　交通事
故、詐欺等の被害に遭った際、検察官が
その事件に対して行った処分が正しかっ
たかどうかを審査する機関が検察審査会
です。検察審査会では、１１人の審査員が
審査を行います。審査員は選挙権がある
方の中からくじで選ばれますので、審査
員に選ばれたときはご協力をお願いしま
す／立川検察審査会事務局（☎０４２－８４５
－０２９２）

FAX

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

友
愛
活

友
愛
活
動動



28・12・111
学
び
・
く
ら
し

　

市
を
訪
れ
る
外
国
人
に
、
英
語

で
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。
講
座
を
修
了
し
た
方

は
、
東
京
都
の
「
外
国
人
お
も
て

な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
金
）
、　

２０

２８

日
（
土
）
い
ず
れ
も
午
後
１
時　
３０

分
～
５
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の　

歳
以
上
（
中
学
生
を
除

１５

く
）
で
、
実
用
英
語
技
能
検
定
２

級
以
上
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ　

点
以
上

５００

に
相
当
す
る
語
学
力
が
あ
る
方
、

ま
た
は
英
語
で
簡
単
な
日
常
会
話

が
で
き
る
方

定　

員　

各
回　

人（
多
数
抽
選
）

６０

共　

催　

東
京
都

そ
の
他　

他
区
市
町
村
、
都
で
す

で
に
受
講
さ
れ
た
方
の
受
講
は
で

き
ま
せ
ん
。

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１２

１５

で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏

面
に
希
望
日
程
（
ど
ち
ら
か
１
日

の
み
）・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
（
市

内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
ま

た
は
学
校
名
）
を
明
記
し
、
返
信

用
表
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進

係
「
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
担
当
」
（
〒　

儿
８
５
０
４

１８４

住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
９
２

０４２

３８７

３
）
へ
。

 　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
で
は
、
日

ご
ろ
の
ご
利
用
に
感
謝
を
込
め

て
、
家
具
類
、
食
器
類
な
ど
を
展

示
価
格
の　

％
引
き
、
自
転
車
を

３０

　

円
引
き
で
販
売
す
る
セ
ー
ル
を

５００開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

割
引
対
象
に
な
ら
な
い
品
物
も

あ
り
ま
す
の
で
、
セ
ー
ル
の
内
容

等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

１８

９
時
～
午
後
４
時

問
合
先　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

（
☎　

儿　

儿
７
７
７
１
）

０４２

３８２

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所

感
謝
セ
ー
ル

 　

地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
ど
う
行
動
し
何
を
準
備

し
て
お
く
べ
き
か
、
各
地
の
事
例

紹
介
、
情
報
の
共
有
、
家
具
の
固

定
の
し
か
た
な
ど
、
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

１５

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

小
金
井
消
防
署
署
員

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４５

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

で
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

３８７
 

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１２

１５

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

そ
の
他　

▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▽
小
銭
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
１
・
５

２００

㍍
×
０
・　

㍍
）

４５

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

そ
の
他　

つ
り
銭
や
値
札
等
は
、

出
店
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

消
費
者
講
座

大
災
害
・
地
震
に
備
え
て

儿
大
災
害
時
あ
な
た
は

　

ど
う
し
ま
す
か

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と

お
も
ち
ゃ
の
病
院

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 　

創
業
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
、

創
業
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
創
業
者
の
講
演
お
よ
び

参
加
者
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

詳
細
は
ミ
ニ
ブ
ル
ー
ム
カ
フ
ェ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

b
lo
o
m
-c.b
iz/

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
後

１２

１６

７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

岩
村
耕
平
さ
ん
（
オ
リ

ジ
ナ
ル
靴
下
製
作
専
門
メ
ー
カ
ー

経
営
者
）

定　

員　
　

人
２０

申　

込　

申
し
込
み
は
、
電
話
で

た
ま
し
ん
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
儿　

儿　

）
ま
た

７７８

２６５

は
、
同
カ
フ
ェ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専

用
申
込
フ
ォ
ー
ム
へ
。

※　

本
事
業
は
、
多
摩
信
用
金

庫
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の

共
催
事
業
で
す
。

 　

あ
た
た
か
い
音
色
を
持
っ
た
マ

ン
ド
リ
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
ひ
と

と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１２

１８

１
時
か
ら
、
午
後
４
時
か
ら

※　

各
回
約　

～　

分

３０

４０

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

曲　

目　

茜
、
そ
り
す
べ
り
、
上

を
向
い
て
歩
こ
う

出　

演　

法
政
大
学
工
学
部
マ
ン

ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

定　

員　

各
回　

人
（
当
日
先
着

１２０

ミ
ニ
ブ
ル
ー
ム
交
流
カ
フ
ェ

小
金
井 
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
ニ
・ 

コ
ン
サ
ー
ト

順
）

費　

用　

無
料

問
合
先　

同
ホ
ー
ル
（
☎　

儿　
０４２

３８０

儿
８
０
７
７
）

 　

夕
方
の
ひ
と
と
き
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
音
楽

を
、
合
唱
や
楽
器
の
音
色
と
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

２１

５
時
～
５
時　

分
２０

と
こ
ろ　

貫
井
北
セ
ン
タ
ー
１
階

ロ
ビ
ー

演　

奏　

東
京
学
芸
大
学
学
生

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

 　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
気
楽
に
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
所
で
す
。
ご

家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
地
域
の
方

や
専
門
家
と
交
流
、
情
報
交
換
を

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月
５
日
（
月
）
、　

１２

１５

日
（
木
）
午
前　

時　

分
～
午
後

１０

３０

２
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

参
加
費　
　

円
（
お
茶
代
）

１００

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

 　

市
内
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

製
作
会
社
で
、
長
年
、
映
画
の
資

料
や
作
り
手
た
ち
を
紹
介
す
る
本

の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
方
に
、

そ
の
舞
台
裏
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
作
品
を
本
と
い
う
形
に
仕
上

げ
て
い
く
魅
力
を
伺
い
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）
午
前

１４

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室講　

師　

伊
藤
望
さ
ん
（
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
映
画
製
作
会
社
社
員
）

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

子
ど
も
と
読
書
に
関
す
る
講
座

儿
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の

　

映
画
の
世
界
と
本
の
世
界

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　
　

月
１
日
～　

日
に
、

１２

２２

電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館
緑
分

室
（
☎　

儿　

儿
７
３
０
２
）へ
。

０４２

３８７

 　

参
加
者
同
士
の
対
話
を
通
し

て
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

と　

き　

１
月　

日
（
日
）
午
後

２２

１
時
～
５
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
２

階
北
町
ホ
ー
ル

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

そ
の
他　

▽
保
育
あ
り
（
２
歳
以

上
の
未
就
学
児
。　

人
。
要
事
前

１０

申
込
）
▽
手
話
通
訳
、
そ
の
他
配

慮
が
必
要
な
方
は
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

協　

力　
「
相
模
原
事
件
」に
関
し

て
の
哲
学
対
話
の
会

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
直

１２

接
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

  
〈
図
書
館
本
館
〉

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１４

２
時
～
２
時　

分
、
３
時　

分
～

４０

３０

４
時　

分
１０

と
こ
ろ　

図
書
館
本
館
地
階
集
会

室内　

容　

人
形
劇
「
こ
び
と
の
く

つ
や
」
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど

対　

象　

３
歳
～
小
学
生

定　

員　

各
回　

人
（
当
日
先
着

５０

順
）

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３ ぬ
く
き
た
対
話
カ
フ
ェ

選
択
さ
れ
る
社
会

儿
相
模
原
事
件
を
と
お
し
て

　
「
問
い
・
語
る
」
哲
学
対
話

子

ど

も

図
書
館
お
た
の
し
み
会

〈
図
書
館
東
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
前

１２

１６

　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
和
室

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
な
ど

対　

象　

０
～
２
歳
児
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
、
電
話

１２

ま
た
は
直
接
、
図
書
館
東
分
室

（
☎　

儿　

儿
４
５
５
０
）
へ
。

０４２

３８３

〈
図
書
館
貫
井
北
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１７

　

時
～
正
午
（
受
け
付
け
は　

時

１０

１１

　

分
ま
で
）

３０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
２

階
学
習
室
C
・
D
、
創
作
室

内　

容　

①
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

②
ゆ
き
だ
る
ま
ぼ
う
し
作
り

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

定　

員　

②
の
み　

人
（
当
日
先

１００

着
順
）

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 
〈
図
書
館
貫
井
北
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
、　

１２

１０

２４

日
（
土
）
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

（　

分
～　

分
程
度
）

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

〈
図
書
館
緑
分
室
〉

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１７

　

時　

分
か
ら（　

分
程
度
）

１０

３０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
視
聴
覚

室内　

容　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど

お
は
な
し
会

対　

象　

３
歳
～
小
学
校
３
年
生

協　

力　

く
り
の
実
文
庫

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

１０

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
科
学
博

物
館

講　

師　

飯
野
孝
浩
さ
ん
（
同
大

学
特
任
助
教
）

対　

象　

小
学
校
５
年
生
～
中
学

生定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　
　

月
１
日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
氏
名
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
・
性
別
を
同
大
学

科
学
博
物
館
（
☎　

儿　

儿
７
１

０４２

３８８

６
３ 
　

儿　

儿
７
５
９
８
死k

０４２

３８８

ah
aku
@
cc.tu

at.ac.jp

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
東
京
農
工
大

学
と
の
連
携
事
業
で
す
。

  
と　

き　

１
月
５
日
～
３
月　

日
２３

の
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
～　

時
１０

　

分
（
３
月
９
日
を
除
く
。
全　

４５

１１

回
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　

１
回　

円
。　

歳
以
上

４００

６０

の
方
は　

円
２００

そ
の
他　

事
前
に
各
自
で
健
康
診

断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１２

１５

で
に
、
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
栗
山

公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１８４

儿
０
０
１
２
中
町
２
儿　

儿
１
☎

２１

　

儿　

儿
１
０
０
１
）
へ
。

０４２

３８２
第
６
回
子
ど
も
科
学
教
室

虹
を
作
っ
て
光
の
秘
密
を

解
き
明
か
そ
う
！

FAXス

ポ

ー

ツ

栗
山
公
園
健
康
運
動

セ
ン
タ
ー
水
泳
教
室

　瀬戸内に暮らすある夫婦が下す人生の
決断を通じて、故郷への哀愁や揺れ動く
心の機微を描きます。
と　き　１２月１７日（土）午前１０時３０分か
ら、午後３時３０分から（いずれも３０分前
開場）
ところ　公民館貫井北分館
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「故郷」
第516回市民映画会

（ ）1972年
山田洋次監督
96分

育
成
講
座

受
講
者
募
集

外
国
人
お
も
て
な
し

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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月
４
日（
日
）

１２

　

月　

日（
日
）

１２

１１

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%
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&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

 
稲垣薬局桜町店

（ ）桜町1－8－5
☎042－380－5838

 
ミネ調剤薬局東小金井店
（ ）東町4－37－27

☎042－401－1852

 
みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5－20－15
☎042－381－7405

 
サエラ薬局武蔵小金井店

（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A
☎042－316－1840

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

松
本
内
科
医
院

内
小

東町4―20―8
☎042―384―0847

交番

東小

西
武
多
摩
川
線

新
小
金
井
駅

農工大通り
東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

ア

消
内

呼
内

循
内

ク
リ
ニッ
ク
西
の
く
ぼ

耳
ア
気

前原町5―12―1
☎042―384―3777

南中学校前

東八道路

前
原
五
郵
便
局

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

南中

前原町3―35―15
☎042―381―0987

野 

村 

医 

院

内

皮

リ 

ウ

前原坂上交差点

小
金
井
街
道消

防
署

市
役
所

南口

武蔵小金井駅

連雀通り

前原町1―8―13
☎042―383―8148

霊園裏門
交番
東八道路

霊
園
通
り

小
金
井
街
道

前原坂下
交差点

藤
井
歯
科
医
院

小
金
井
あ
お
ば
ク
リ
ニッ
ク

本町5―15―8
ラメゾン  ブランシュ2-B
☎042―383―7149

内

西友

駐車場

けやき通り

小
金
井
街
道

消
内

内
視

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

ス
ト
ア

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

貫井南町5―21―37
☎042―385―2322

秋
里
胃
腸
科

交番

貫井南町
二丁目
貫井
団地

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

西の久保通り
胃

梶
野
町
ク
リ
ニッ
ク

皮

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―2―17
☎0422―54―5507

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート203B
☎042―387―1603

は
ぎ
ク
リ
ニッ
ク

内
外

東町4―38―24
☎042―382―1182

み
む
ら
歯
科

公園 都
営
ア
パ
ー
ト

南口
東小金井駅

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

　年末年始は排出量が大幅に増えま
す。処理量が集中するのを防ぐた
め、年末年始のごみ・資源物の収集
日を、ごみ・リサイクルカレンダー
でお早めにご確認ください。また、
詳細は市報１２月１５日号ごみ減量・リ
サイクル特集で掲載します。
※　粗大ごみの年内処理の申込日は
１２月２０日（火）です。２１日（水）
～２８日（水）に申し込んだ場合
は、年明けの回収になります。
問合先　ごみ対策課清掃係　（☎０４２
−３８７−９８３５）

年末年始のごみ・資源
物収集日等のご確認を

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　新成人の皆さんをお祝いするため、成人の日記念行事を開催します。
　今年度から、より多くの方が参加できるよう、お住まいの地区等で区分する二
部制になりました。
　対象者の方には案内状を郵送していますが、届いていない方はご連絡くださ
い。皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　１月９日（祝）　
渇　第一部＝午前１１時開会（受付１０時３０分～１０時５５分）
渇　第二部＝午後１時１５分開会（受付０時４５分～１時１０分）
ところ　小金井　宮地楽器ホール
内　容　渇式典＝祝辞、おはやし（貫井 囃  子 保存会）渇抽選会ほか

ばや し

※　手話通訳、着付け直しコーナーがあります。
対　象　平成８年４月２日～平成９年４月１日に生まれた方
渇　第一部＝第一中学校区、緑中学校区（梶野町、関野町、緑町、本町２・３・

４・５丁目、桜町、貫井北町）在住の方
渇　第二部＝第二中学校区、東中学校区、南中学校区（東町、中町、前原町、本
町１・６丁目・貫井南町）在住の方

※　都合がつかない場合等、現住所と異なる部への参加も可能です。
その他　渇会場の都合上、座席を指定して案内します。渇車いす席、手話通訳が
必要な方、その他特別な配慮が必要な方は、事前にご連絡ください。渇会場内お
よび周辺での飲食、喫煙はできません。渇当日参加できない方には記念品を渡し
ますので、１月１０日～３１日（正午～午後１時、土曜・日曜日を除く）に案内状を
持参し、生涯学習課（市役所第二庁舎７階）へお越しください。
共　催　成人の日記念行事実行委員会ほか
問合先　生涯学習課生涯学習係（☎０４２−３８７−９８７９）
※　成人の日記念行事は、同ホール全館を使用して実施するため、一般の方は、
当日午後５時まで入館できません。皆さまのご理解をお願いいたします。

　

平
成　

年
度
の
学
童
保
育
所
入

２９

所
申
し
込
み
を
、
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月　

日
（
月
）
〜

１６

　

日
（
火
）
午
前
８
時　

分
〜
午

２４

３０

後
５
時

※　

１
月　

日
（
土
）
を
除
く
。

２１

対　

象　

市
内
在
住
で
、
保
護
者

の
就
労
等
に
よ
り
放
課
後
の
保
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

で
、
平
成　

年
４
月
１
日
時
点

２９

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
（
保
護
者
以
外
の
方
が
保
育

に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は

該
当
し
ま
せ
ん
）

▽　

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童

▽　

愛
の
手
帳
３
・
４
度
、
身
体

障
害
者
手
帳
５
〜
７
級
を
所
持

ま
た
は
医
師
の
診
断
書
を
提
示

し
、
学
童
保
育
所
で
の
集
団
生

活
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
小
学
校
４
年
生
ま
で
の
児
童

定
員
等　

左
表
の
と
お
り

※　

学
童
保
育
所
内
の
第
１
〜
３

の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

育
成
料　

世
帯
の
市
・
都
民
税
課

税
標
準
額
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
請
書
配
布　
　

月
１
日
か
ら
、

１２

児
童
青
少
年
課
、
各
学
童
保
育
所

（
左
表
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

提
出
書
類　

▽
学
童
保
育
所
入
所

申
請
書　

▽
勤
務
証
明
書
等　

▽

平
成　

年
度
住
民
税
（
非
）
課
税

２８

証
明
書
（
平
成　

年
１
月
１
日
現

２８

在
小
金
井
市
に
居
住
し
て
い
な
い

場
合
）

※　

必
要
書
類
は
世
帯
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

受
付
期
間
内
に
、
必

要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所

第
二
庁
舎
３
階　

会
議
室
へ
。

３０２

※　

書
類
の
記
載
内
容
や
提
出
書

類
の
確
認
を
す
る
た
め
、
郵
送

で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先　

児
童
青
少
年
課
学
童
保

育
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎

　

儿　

儿
９
８
４
７
）

０４２

３８７

平
成

年

平
成　

年
度度

２９２９

学
童
保
育
所
入
所
申
し
込

学
童
保
育
所
入
所
申
し
込
みみ

１
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
火
）

１６

２４

住所・電話番号定員学区域学童保育所名
本町１－２－１３
（☎０４２－３８３－１１８３）

６０人第一小学校さくらなみ第１
５０人　　〃　　第２

桜町２－３－６０
（☎０４２－３８３－５４８８）

５５人第二小学校たけとんぼ第１
３５人　　〃　　第２

梶野町５－７－３３
（☎０４２－３８５－３３７０）

４０人
第三小学校

あかね第１
４０人　〃　第２
４０人　〃　第３

貫井南町３－６－２７
（☎０４２－３８３－５４８９）

６０人第四小学校さわらび第１
３０人　　〃　　第２

東町４－２５－７東児童館
内（☎０４２－３８５－９２８０）

６０人東小学校たまむし第１
３０人　　〃　　第２

前原町３－３－１６
（☎０４２－３８３－１１７９）

６０人前原小学校まえはら第１
３０人　　〃　　第２

本町５－４－２５本町児童
館内（☎０４２－３８５－３３６０）６０人本町小学校ほんちょう

緑町４－１８－２５緑児童館
内（☎０４２－３８３－１１７８）

６０人緑小学校みどり第１
２０人　〃　第２

前原町２－２－２１
（☎０４２－３８３－１１６７）

４０人南小学校みなみ第１
４０人　〃　第２

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　小金井産の江戸東京野菜を使
用したメニューを積極的に提供
している飲食店の認定制度を開
始します。
　この制度は、認定を受けた店
舗について、地域資源を活用し
た取り組みとして市がＰＲする
ことにより、地域の活性化を図
ることを目的とした制度です。
　認定にあたり要件があります
ので、応募の際は必ず募集要項

をご覧ください。
要項配布・募集期間　１２月９日
（金）～１月１１日（水）
要項配布場所　経済課（市役所
第二庁舎４階）で配布するほ
か、市ホームページからダウン
ロードできます。
認定審査方法　書類審査、ヒア
リング審査
問合先　経済課産業振興係（☎
０４２−３８７−９８３１）

江戸東京野菜を使用する
飲食店の認定店を募集 　トライアスロンリオ五輪日本代表の田山寛豪さんをゲ

ストに迎え、年の瀬にちなんだ本数やタイムを泳ぐイベ
ントを開催します。
と　き　１２月２３日（祝）①～③午前９時～正午④午後１
時～２時
ところ　総合体育館プール
種　目　①５０m×１０８本②２５m×１０８本③２５m×１０８本リレ
ー④チャレンジスイム（２５m・５０mを１分０８秒で泳ぐ）
定　員　①②１０人③１０８人④５０人（いずれも申込順）
その他　本イベント開催のため当日午前９時から正午ま
で同館プールの一般開放を中止します。
申　込　１２月１日午前１０時から、電話で同館（☎０４２−３８６
−２１２０）へ。
※　本事業は、同館指定管理者との共催です。

1月91月9日日（（祝）祝） 成成人人のの日日記記念念行行事事成成人人のの日日記記念念行行事事

トライアスロン
イベント


